
〈情
報
学
共
同
研
究
〉

「情

報

」

と

い
う

語

の
成
立

を

め
ぐ

っ
て

ー

鶴
外
初
訳
か
と
す
る
見
方

へ
の
疑
問
-

横

田

貢
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「情
報
」
な
る
語
の
研
究
を
目
指
し
て

釣
り
情
報

.
ゴ
ル
フ
情
報
、
観
光
情
報
な
ど
と
趣
味

・
娯
楽

に
使
わ
れ
、
企

業
情
報

.
ハ
ウ
ジ
ン
グ
情
報
な
ど
と
仕
事

・
生
活
に
連
な
る
。
果
て
は
、
情
報

社
会

・
情
報
時
代
と
、
人
の
生
き
る
時
代
そ
の
も
の
を
総
括
す
る
用
語
と
も
な

る
。
情
報
と
い
う
語
が
、
今
日
、

い
か
に
馴
染
み
深
く
、
幅
広
く
使
わ
れ
て
い

る
か
を
知
ら
さ
れ
る
。

　
ユ
　

最
上
勝
也
氏
の
調
査
研
究
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
十
年
の

『日
経
噺
聞
』
記
事



に
出
現
す
る
、
「情
報
」
を
語
基
と
し
た
用
例
は
、
「情
報
○
○
」
の
形
で
百
二

十
五
、
「○
○
情
報
」
の
形
で
二
百
四
十

一
、
合
計
三
百
六
十

一
を
数
え
る
。
何

と
語
例
の
多

い
こ
と
か
。
試

み
に
、
こ
れ
を
、
大
正
末
頃
か
ら
急
増
し
て

「文

化
住
宅
」
な
ど
と
耳
馴
れ
た
、
あ

の

「文
化
」
の
複
合
語
と
比
較
す
る
。
『日
本

国
語
大
辞
典
』
(小
学
館
)
の
見
出

し
語
に
は
、
文
化
映
画

・
文
化
科
学

…
…

と

、
三
十
三
の
例
数
が
示
さ
れ
る
。
ブ
ン
カ
、
ブ

ン
カ
と
言
わ
れ
る
に
し
て
は
、

意
外
に
少
な
い
。
先
の

「情
報
」

の
語
例
に
比
し
て
、
四
分

の

一
強
に
達
す
る

程
度
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
情
報
な
る
語
の
造
語
力
の
大
き
さ
と
そ
の
多
用
性
と

を
改
め
て
知
ら
さ
れ
る
。
「情
報
」
は
、
今
や
時
代
と
生
活
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
、
日
本
語
の
基
礎
語
彙
に
化

し
て
来
た
と
見
て
、
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ほ
ど
幅
広
く
、
多
く
常
用
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
由
来

・
発

生
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
な
見
方
が
な
い
。
不
思
議
で
あ
る
。
前
出
最
上

論
文
に
よ
れ
ば
、
長
山
泰
介
氏
の

「情
報
と
い
う
言
葉
の
起
源
」
(『ド
ク
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
<
o
ド
ω。。)
の
中
の
指
摘
と
し
て
、
こ
の
語
は
、
明
治
三
十

六
年
に
そ
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
た
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

『戦
争
論
』
第
六

章
に
あ
る

..Z
碧
貯
凶o畧
、.
の
訳
語

に
、
森
鴎
外
が
新
造
語
と
し
て
当
て
た
と
あ

　

　

　

る
。
確
か
に
鴎
外
の
訳
書
該
当
部

に
は
、
「情
報
と
は
敵
と
敵
兵
と
に
関
す
る
我

　

　

　

　

　

智
識
の
全
体
を
謂
ふ
」
を
初
め
と
し
、
第
六
章
初
め
二
ペ
ー
ジ
だ
け
で
も

「情

報
」
の
語
が
、
引
用
例
を
含
め
て
十
例
も
示
さ
れ
る
。
従

っ
て
、
長
山
氏
は
明

か
な
言
及
は
し
て
い
な
い
が
、
こ

の
語
の
発
生
は
、
鴎
外
の

、.Z
碧
ξ
凶6算
.、
に

対
す
る
訳
語
と
し
て
の
新
造
が
大

き
く
係
わ
る
と
見
た
く
も
な
る
。
ま
し
て
、

鵬
外
が
、
陸
軍
軍
事
用
語
制
作
の
リ
ー
ダ
i
的
位
置
に
あ

っ
た
な
ど
の
軽

想

起
す
れ
ば
、
鴎
外
の
新
訳
に
な

っ
た

「情
報
」
と
い
う
見
方
は
、
い
か
に
も

一

理
あ
る
。

事
は
し
か
し
、
そ
う
容
易
に
は
運
ば
な
い
。
最
上
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
「情

報

L
な

る

訳

語

例

は

、

す

で

に
明

治

三

十

五

年

の

『
∪
ぱ
試
o
富

q

o
{・ζ

皀
団鼠
『
矯

↓
①
薹

ω
m5
α
国
区
只

o
ω
ω
凶
8

』

と
称

す

る

英

和

辞

典

に
、

「
凶三

巴

貫
①
昌
6
①
」

に
当

た
る
語
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、
°少
な
く
と
も
明
治
三
十
六
年
に
お
け
る
鴎
外
新
訳
は
、
意
味
を

失
う
。
仮
に
、
訳
と
し
て
は
鴎
外

の
初
使
用
で
あ

っ
た
に
し
て
も
、
そ
の

一
年

前
三
十
五
年
に
、
英
和
辞
典
の
収
録
が
あ

っ
た
と
な
れ
ば
、
そ
こ
に
至
る
ま
で

の
語
の
使
用
期
間
を
考
慮
す
る
要
が
あ
り
、
当
然
三
十
五
年
以
前

(
か
な
り
以

前
)
の
語

の
出
現
を
、
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
鴎
外
訳
と
英

和
の
そ
れ
と
で
は
、
訳
語

の
当

て
ら
れ
た
原
語
の
違
う
こ
と
を
思
え
ば
、
「情
報
」

は
果
た
し
て
翻
訳
な
の
か
も
ま
た
、
疑
わ
し
く
な
る
。
し
か
も
、
陸
軍
省
刊
の

対
訳
辞
書

(明
治
四
年
)に
は
、
鴎
外
が

「情
報
」
と
し
た

..Z
碧
芹
同o洋
、"
の
訳

に

「報
知
」
の
語
が
当
て
て
あ
る
、
と
い
う
。
と
す
る
と
、
明
治
四
年
の

「報

知
」
よ
り
、
明
治
三
十
六
年
の

「情
報
」

へ
の
移
行
は
、

一
体
ど
う
な
の
か
、
、

こ
れ
ま
た
疑
問
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
「情
報
」
な
る
語

の
発
生
・成
立
に
つ
い
て

一
つ
の
基
礎

視
点
を
如
何
に
定
め
る
べ
き
か
は
、
改
め
て
問
わ
れ
る
要
が
あ
る
。
こ
の
観
点

に
立

っ
て
本
小
稿
で
は
、

一
私
見
と
し
て
、
主
と
し
て
つ
ぎ
を
考
究
し
て
み
た

い
。こ
の
語
の
初
見
は
、
明
治
三
十
五
、
六
年
よ
り
さ
か
の
ぼ
り
得
な

い
か
。

こ
の
語
は
、
果
た
し
て
翻
訳
語
か
、
仮
に
翻
訳
語
と
し
て
も
、
ど
う
成
立
し
、

ど
う
定
着
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
。

な
お
、
調
査
資
料
の
基
本
は
、

『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
(第
三
一・
八
・九
・

十

一
.
十
二
巻

、
(財
政
経
済
学
会
刊
)

お
よ
び

『
新
聞
収
録
大
正
史
』

(
大

正
出
版
)
に
拠

っ
た
。
調
査
の
不
足
、
資
料
の
幅
の
狭
さ
に
よ
る
不
安
は

一
抹

と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
る
も
の
で
あ
る
。
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顧

「情
報
」

の
初
見
を
探

る

こ
の
語

の
文
字
資
料
に
お
け
る
初
登
場
で
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

鴎
外
訳
の
『戦
争
論
』

(明
治
三
十

六
年
)
中
の
訳
例
か
、
明
治
三
十
五
年
刊
の

英
和
辞
典
に
お
け
る
訳
語
で
あ
る
。
年
代
で
い
う
な
ら
、
ち
ょ
う
ど
日
露
戦
役

開
始
前
、
明
治
三
十
年
代
の
半
ば

に
当
た
る
。
例
え
ば
、
大
正
四
年
初
版
中
華

ハ
ル

ニ

ヲ

フ

ト

編
藤
纏
鞭
鰐
輜
睡
雛
詳
懿

難

始
め
と
す
る
、
少
な
く
も

一
時
期

に
お
け
る
多
く
の
軍
事
専
用
語
と
し
て
の
使

用

の
あ

っ
た
こ
と
を
参
照
す
れ
ば
、

こ
の
語
の
日
本
誕
生
が
か
の
日
露
戦
争

を
前
に
し
た
時
期
に
係
わ
る
と
い
う

の
は
、
興
味
も
あ
る
し
、
う誕
げ
も
す
る
。
確

か
に
、
こ
の
語
が
三
十
年
代
前
半

に
発
生
、
日
露
戦
役
の
厳
し
さ
、
華
々
し
さ

と
と
も
に
火
勢

の
よ
う
に
広
ま

っ
た
事
実
は
、
否
定
出
来
な
い
。

『萬
朝
報
』

明
治
三
十
七
年
代

の
記
事
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
、
そ
の

「
見

出
し
語
」
に
ま
で

「情
報
」
の
登
用
を
見
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

「北
緯
の
情
報
」

北
緯
電
線
切
断
以
前
の
情
報
に
よ
れ
ば
露
兵
は
域
津
税
關
吏
三
名
及
吉
州
に

あ
る
若
干
名

の
西
洋
人
に
対
し
て
少
し
も
危
害
を
加

へ
ざ
り
し
由
。

(明
37

・
4

・
21
)

「敵
軍
事
情
報
」

二
十
七
日
露
都
發
電
報

に
よ
れ
ば
、
皇
帝
は
同
日
オ
デ
ッ
サ
に
向
け
出
発
せ

り
と
の
風
説
あ
り
。
多
分
事
實
な
る
べ
し
と
察
せ
ら
る
。
(明
37

・
10

・
1
)

類
例
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
見
出
し
語
に
お
け

る
こ
う
し
た
使
用
は
、
こ
の
語
の
利
用
普
及

の
高
ま
り
の
証
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
に
な
お
疑
念
が
わ
く
。
も
し
、
こ
の
発
生
が
、
軍
事
と
不
可

分
な
ゆ
か
り
に
由
来
す
る
と
い
う
な
ら
、
な
ぜ
そ
れ
が
日
露
戦
争
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
日
露
戦
が
近
代
戦
争
方
式
の
確
立
型
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
、
複
雑

化
し
た
戦
略
、
戦
術
に
と
っ
て

"情
報
"
の
必
要
度
が
、
と
み
に
高
ま

っ
た
か

ら
と
い
う
の
か
。
な
ら
ば
、
そ
の
十
年
前

の
日
清
戦
役
は
、
近
代
戦
の
体
を
成

さ
な
か
り
た
の
か
、
"情
報
"
活
用
の
組
織
と
は
無
縁
で
あ

っ
た
の
か
。

す
で
に
、
明
治
十

一
年
に
は
、
参
謀
本
部

(明
治
二
十
三
年
陸
海
分
離
、
陸

軍
は
参
謀
本
部
、
海
軍
は
軍
令
部
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
)
設
置
、
第
二
次
山
形
内

閣
の
結
成
と
と
も
に
軍
部
官
僚

の
エ
リ
ー
ト
化
、
軍
の
統
率
権
の

一
大
強
化
を

見
、
十
五
年
に
は
軍
人
勅
諭
の
発
布
を
招
く
に
至

っ
て
い
る
。
日
露
の
十
年
前

の
日
清
戦
役
も
、
「情
報
」
の
意
味
に
含
ま
れ
る
軍
事
行
動
が
さ
ほ
ど
遠
く
に
あ
っ

た
と
は
、
思
わ
れ
な
い
。

と
い
う
姿
勢
に
立
つ
と
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
明
治
三
十
年
代

の
前
半
(例

の
義
和
団
の
乱
時
代
)
さ
ら
に
二
十
年
代
の
使
用
状
況
を
、
改
め
て
検
討
す
る

意
味
が
生
じ
よ
う
。

次
に
、
そ
の
用
例
調
査

の

一
歩
を
、
『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
第
九
巻

・
第

十

一
巻

(昭
和
九
年
財
政
経
済
学
会
刊
)
に
求
め
て
み
た
い
。
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

例
①
激
浪
風
雨
と
戦
ふ
帝
国
艦
隊
の
行
動

艦
隊
消
息
第
三

も
た
ら

只
今
横
濱
丸
来
り
、
左
の
情
報
を
齎
せ
り
。

一
日
二
日
は
陸
海
戦
況
に

付
て
格
別
の
こ
と
な
し
。

艦
隊
は
三
十

一
日
午
後
よ
り
大
風
雪
と
な
り
た
る
為
め

一
旦
引
返

へ

し
、
二
日
の
午
後
及
び
三
日
の
朝
に
於
て
再
び
出
帆
せ
り
、
即
ち
三
日

午
前
九
時
頃
同
船

の
威
海
衛
付
近
を
航
行
の
際
に
は
、
多
数
の
軍
艦
百

'
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、

尺
崖
の
近
傍
に
あ

つ
ま
る
を
目
撃
せ
り
。

(以
下
略
)

二
月
三
日
午
後
四
時

旅
順
口

黒
井
海
軍
大
尉

(明
治
二
十
八
年

二
月
五
日
東
京
日
日
新
聞
)

②

+
日
間
の
天
津
戦
争
報
告

六
月
廿
五
日
付
に
て
天
津
駐
在
陸
戦
隊
司
令
島
村
大
佐
よ
り
海
軍
省
に

達
し
た
る
公
報
左
の
如
し

六
月
十
六
日
以
後

の
情
報
は
左

の
如
し

十
六
日

前
夜
来

團
匪
居
留
地
外
の
會
堂
五
ケ
所
に
放
火
し
、
漸
く
居

留
地
に
迫
り
、
且

つ
停
車
場
を
襲
は
ん
と
す
。
露
兵
之
を
撃
退
す
。

(明
治
三
十
三
年
七
月
三
日
毎
日
新
聞
)

③

旅
順
の
露
兵

山
海
關

に
向
ふ

露
國
傭
船
リ

ニ
ダ
號
は
、
同
國
病
兵
十
七
名
を
搭
載
し
、
旅
順
口
よ
り

も
た
ら

入
着
し
た
る
が
、
船
員
の
齎
せ
る
情
報
左

の
如
し
。

去
廿
九
日
露
國
船

一
艘
、
兵
士

一
千
餘
名
を
搭
載
し
、
山
海
關
に
向

け
旅
順
を
出
帆
せ
り
、
旅
順
口
に
駐
屯
せ
る
兵
員
は
目
下

一
萬
六
千
名

な
り
。

(明
治
三
十

三
年

八
月
三
日
中
外
商
業
)

④

救
世
軍
吉
原
襲
撃
の
情
報
飛
ぶ

一
昨
夜
九
時
頃
救
世
軍
本
営
隊
長
櫻
井
松
太
郎
は
、
明
朝
七
時
を
期
し

て
淺
草
廣
小
路
に
於
て
部
下

の
士
官
兵
を
集
合
の
上
、
大
擧
吉
原

へ
押

さ
き

掛
け
行
き
曩
に
依
頼
と
な
れ
る
江
戸
二
當
世
樓
娼
妓

一
花
の
廢
業
手
續

を
決
行
せ
ん
と
準
備
を
な
せ
り
云
々
の
飛
報
、
淺
草
署
へ
到
達
せ
し
よ

り
…
…

(略
)

(明
治
三
十
三
年
十
月
五
日
讀
賣
新
聞
)

右
の

『編
年
史
』
は
、
第
九
巻

が
明
治
二
十
七
年
～
二
十
九
年
の
記
事
、
第

十

一
巻
が
明
治
三
十
三
年
～
三
十

五
年
の
記
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
て
い
る
。

第
九
巻
は
記
事
総
ペ
ー
ジ
四
百
八
十

四
、
十

一
巻
は
同
じ
く
五
百
八
、

一
ペ
ー
ジ

当
た
り
字
数
い
ず
れ
も
千
四
百
余
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
者

の
全
記
事

中
、
「情
報
」
の
用
例
四
の
み
と
い
う

の
は
、
余
り
に
も
少
な

い
。
し
か
し
、
日

露
戦
役
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
年

の
明
治
二
十
七
、
八
年
、
す
で
に

「情
報
」

は
、
例
①

の
語
る
よ
う
、
少
な
く
も
報
道
の
世
界

・
文
脈
に
登
場
し
た
こ
と
は

事
実
、
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
例
示
の
と
お
り
、
同
時
代
の
事
例
は

わ
ず
か

一
つ
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
詳
細
は
、
何
と
も
明
か
に
な
し
得
な
い
。

だ
が
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
時
代
に
こ
そ
語
の
生
誕
の
機
縁
が
あ
っ
た
と
、
推
定

し
た
い

(も

っ
と
も
、
本
調
査
の
基
礎
資
料

『新
聞
集
成
』
そ
の
も
の
に
誤
記

あ
り
と
す
れ
ば
、
断
定
し
難
い
)。
あ
え
て
言
う
な
ら
、
文
字
資
料
に
お
け
る
語

の
初
見
は
、
日
清
戦
役
に
深
く
係
わ
る
と
、
主
張
し
た
い
。

理
由
は
、
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
、
主
な
文
化

・
文
学
資
料
を
見
る
限
り
、
そ

の
用
例
皆
無
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
周

(『西
周
全
集
』
大
久
保
利
鎌
編
)、

井
上
哲
次
郎

(『哲
学
字
彙
索
引
』
飛
田
良
文
編
)
、
加

藤
弘
之

(『真
政
大

意
』)
、
中
村
正
直

(『西
国
立
志
編
』)
な
ど
に
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
明
治

二
十
年
代
前
半

の
鴎
外

の
作
、
北
村
透
谷

の
作

(『北
村
透
谷
集
』
岩
波
文

庫
)、
二
十
五
、
六
年
代
を
代
表
す
る

「
文
学
界
」
主
要
作

(星
野
天
知
、
平
田

禿
木

『明
治
文
学
全
集
』
筑
摩
書
房
)
な
ど
に
お
い
て
も
で
あ
る
。

一
つ
は
、
こ
の
語
の
鴎
外
訳
語
に
示
さ
れ
た
、
近
代
軍
事
と
戦
略
に
係
わ
る

性
格

で
あ
る
。
日
本
近
代
史
を
基
に
す
る
限
り
、
明
治
十

一
年
参
謀
本
部

の
設

置

(陸
海
分
化
以
前
の
総
合
組
織
)
以
降

に
、
初
め
て
近
代
軍
事
、
戦
略
の
観

念
が
明
確
化
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
「情
報
」
の
発
生
事
情
を
、

わ
が
国
の
戦
史
と
の
関
連
に
お
い
て
明
治
十
年
の
か
の
西
南
戦
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
の
は
、
無
理
で
あ
ろ
う
。
西
南
戦
は
規
模
の
小
さ
い
国
内
戦
で
あ
り
、
近

代
軍
事
流
儀
確
立
以
前
の
事
態
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
飛
来
情
報
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が
、
目
前

の
体
験
自
体
よ
り
速
く
、
正
し
く
、
よ
り
有
益
で
あ

っ
た
と
は
、
思

え
な
い
。
事
実
、
『明
治
編
年
史
』
(第
三
章
)
の
西
南
戦
役
関
連
全
記
事
の

一
見

に
よ
れ
ば
、
こ
の
語
の
該
当
用
例

は
、
ゼ

ロ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
明
治
二
十
七
、
八
年
を
、
こ
の
語
の
誕
生
期
と
推
定
す
る
。
こ

の
期
に
お
け
る
語
の
使
用
状
況
は
、

一
体
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。
例
に
よ
れ
ば
、

日
清
戦
時
に
発
生
、
明
治
三
十
三
年
義
和
団
乱
の
折
、
使
用
基
盤
を
成
し
た
も

の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
語
を
使
用
す
る
新
聞
種
類

の
動
き
を
見
て
も
、

一
つ
証

し
得
る
。
先
の
用
例
を

一
見
し
た

い
。
①

・
②
は

『東
京
日
日
新
聞
』
・
『毎
日

新
聞
』、

い
わ
ゆ
る
大
新
聞
に
属
す

る
も
の
で
あ
り
、
④
は
、
『讀
売
新
聞
』
す

た
ぐ
い

な
わ
ち
小
新
聞
の
類
で
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
「情
報
」
な
る
語
の
使
用
が
、

専
門
文
化
型
新
聞
よ
り
大
衆
文
化
型
新
聞

へ
と
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
た
も
の

と
も
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
広
が
り
は
、
や
が
て
三
十
七
、
八
年
の
日
露

役

へ
と
展
開
、
使
用
の
基
礎
固
め
を
見
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
発
生
時
代
に
お
け
る

「情
報
」
の
意
味
用
法
に

つ
い
て
も
、
注

目
す

べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
用
例

①

・
②
を
参
照
し
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ

「消

息
」
、
「報
告
」
の
語
は
小
見
出
し
に
、
「情
報
」
は
、
本
文
記
事
に
登
場
す
る
。

論
理
的
に
は
、
「報
告
」
・
「消
息
」
を
形
式
重
視
の
概
念
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、

実
質
重
視
の
概
念
に
見
え
る
。
し
ら
せ
と
い
う
も
の
の
大
枠
に

「報
告
」
が
あ

り
、
.纂

L
は
、
い
わ
ば
そ
の
暴

寒

を
羹

性
格
と
も
解
さ
れ
る
・

ま
た
、
こ
の
語
の
初
期
の
意
味

は
、
そ
の
文
構
成
か
ら
も

一
考
さ
れ
る
。
例

も
た

示

し

た

四

つ

の
文

の
う

ち
、

①

・
③

に

「
齎

ら

せ

る
情

報

」
、

④

に

「
情

報

飛

ぶ
」

と

あ

る

の
は

、

注

目

さ

れ

よ
う

。

「
も

た

ら

す

」

と

か

「
飛

ぶ

」
と

か

い
う

語

と

統

合

さ

れ

る

「
情

報

」
は

、

一
体

何

を
意

味

す

る

か

で
あ

る
。

「
も

た

ら

す

」

に

は

、

「
幸

運

が

も

た

ら

さ

れ

る
」
と

い
う
慣

例

用

法

が
あ

り
、

「
飛

ぶ
」
に

は

「
飛

ん

で
行

く

.
来

る
、

飛
び

散

る

、

飛

び

越

す

」

と

い

っ
た

用

法

が

あ

る
。

一
方

に
は
、
思
わ
ず
目
前
足
下
に
め
ぐ
り
来
た
と
い
う
偶
然
性

に
近
い
も
の
が
あ
り
、

一
方
に
は
、
こ
ち
ら
と
思
え
ば
あ
ち
ら
と
い
っ
た
変
動
性

・
流
動
性
が
あ
る
。

実
は
こ
こ
に
、
少
な
く
も
発
生
時
代
を
め
ぐ
る

「情
報
」

の
意
味

の

一
つ
を
、

強
-
感
じ
る
。
情
報
の
意
を

環

境
か
ら
の
刺
激
U
)と
い
う
よ
爻

最
も
応
義

に
解
し
た
場
合
、
本
来
発
信
側
と
受
信
側
と
に
備
わ
る
自
由
な
関
係
を
暗
示
す

る
内
容
が
、
こ
こ
に
は
十
分
語
ら
れ
て
い
る
。

二
、
「情
報
」
と

い
う
語
形
の
形
成

明
治
二
十
七
、
八
年
の
生
誕
と
い
う
と
、
こ
の
語
は
、
人
間
流
に
見
る
な
ら

す
で
に
九
十
歳
有
余
、
長
寿
の
誉
れ
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
公
の
戸
籍
登
録
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な

い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
語
彙

・
出
典
例
と
も
種
類

の
豊
富
さ
を
誇
る
、
あ
の

あ
か
し

『大
漢
和
辞
典
』

(大
修
館
)
の
中
に
も
、
こ
の
語

の
典
籍

の
証
は
な
い
。
親
元

を
漢
籍
古
典
に
持
た
な
い
漢
語
は
、
何
と
い
っ
て
も
根
が
弱
い
。
ま
ず
、
明
治
・

大
正
の
国
語
辞
典
に
、
そ
の
収
録
が
な
い
の
で
あ
る
。

『言
海
』
(明
治
二
十
四

年
)、
『こ
と
ば
の
泉
』

(明
治

三
十

一
年
)、
『大
日
本
国
語
辞
典
』
(大
正
四

年
)
、
『改
修
言
泉
』
(大
正
十
年
)
の
い
ず
れ
に
も
、
収
載
を
見
る
こ
と
は
な

い
。
大
正
十
四
年
初
版

『広
辞
林
』
(昭
和
十
五
年
、
新
訂
六
百
五
十
二
版
)
に

は
、
「事
情
の
知
ら
せ
」
と
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
初
版
本
に
あ

っ
た
か
ど
う
か

定
か
で
は
な
い
。
国
蒭
辞
典
で
の
明
ら
か
な

一
般
化
は
、
.大
辞
典
』
(平
凡
社
.

昭
和
十
年
)
か
ら
か
。
ま
た
、
明
治

・
大
正
の
英
和
辞
典
に
も
、
そ
の
初
登
場

は
つ
い
に
見
ら
れ
な
い

(第
三
節
記
事
中
の
挙
例
参
照
)
。
「情
報
」
の
語
が
、

"貯
h霞
ヨ
曽
二
〇
尸

の
訳
語
と
し
て
英
和
辞
書
に
初
姿
を
見
せ
る
の
は
、
『明
解

英
和
辞
典
』
(富
山
房

・
昭
和
六
年
版
)
に
お
い
て
で
あ
る
。

さ
き
に
は
し
が
き
で
も
見
た
と
お
り
、
こ
の
語
は
、
明
治
三
十
五
年
軍
用
語
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英
和
辞
典
に
見
え
、
三
十
六
年
鴎
外
の
訳
書

『戦
争
論
』
に
現
わ
れ
る
。
し
か

も
初
見
は
、
さ
ら
に
二
十
七
、
八
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
と
い
う
の
に
、
こ
う

し
た
辞
典
の
示
す
実
態
は
、

一
体

何
を
語
ろ
う
と
す
る
も
の
か
。
現
実
の
言
語

活
動
の
使
用
実
態
と
辞
典
収
録
事
実
上
の
不
可
解
な
間
隔
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

実
は
、
こ
の
語

の
語
形
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

す
で
に
、
明
治
半
ば
に
お
い
て

一
部
翻
訳
語
に
使
わ
れ
、
昭
和
六
年
英
和
辞

典
に
も
正
式
登
録
語
と
な
り
な
が
ら
、

一
方
、
明
治

・
大
正

・
昭
和
初
め
の
国

語
辞
典
に
は
顔
を
見
せ
な
い
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
語
の
成
立
に
つ
い
て
翻
訳
語

的
性
格
を
、
ま
ず
誰
も
が
想
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
翻
訳
語
と

(
6
)

し

て

の
新

語

造

成

は
、

森

岡

健

二

「
訳

語

の
方

法

」

に
よ

れ

ば

、

つ
ぎ

の

五

つ

が

あ

る

。

一
、

江

戸

時

代

か
ら

あ

る

こ

と
ば

で

置

き

か

え

例

b
①
o
豆
①
冂
町

人

、

ω
0
9
Φ
蔓

冂
社

中

、

二

、

す

で

に
古

語

、

廃

語

と

な

っ
た

こ

と
ば

を

復

活

し

た

り

、

新

し

い
意

味

へ
の
転

用

例

α
①
含

6
賦
8

"
演
繹

、
「
演

澤

」

は

『
中

庸

』

の
序

に
あ

る

。

他

に

9
げ
ω
o
ぎ
8

11
絶

対

な

ど
、

漢

籍

の
広

い
利

用

が

あ

っ
た

。

三

、

過

去

に
あ

っ
た

語

を

何

ら

か

の
意

味

で
変

形

す

る

も

の

例

S

富
ひq
o
Q

11
範

畴

、

「
範

法

也
、

畴

類

也

」

の
簡

略

化

四

、
中

国

で

作

ら

れ

て

い

る
訳

語

を
借

用

例

ロ
ブ

シ

ャ
イ

ド

の

『英

華

辞

書

』
な

ど

よ

り

の
影

響

。

S

ぴ
ぎ
卑

11

内

閣

、

0
8

鴨

①
ω
ω
H
国

会

、

巴
①
9
ユ
9
な

11
電

気

五
、

造

語

す

る

こ
と

例

引

力

、

地

球

、

物

理

学

、

化

学

、

哲

学

、

文

部

省

、

陸

軍

省

、

郵

便

右
の
と
お
り
と
す
る
な
ら
、
「情
報
」
な
る
語

の
形
成

の
仕
方
は
、
お
よ
そ
ど

の
型
に
属
す
る
も
の
か
。

ま
ず
、
右
の

一
の
見
方
は
、
当
た
ら
な
い
。
『近
世
語
彙
の
歴
史
的
研
究
』

(桜
楓
社
)、
『近
世
語
彙
の
研
究
』
(
同
)、
『
幕
末
、
明
治
初
期
語
彙
の
研
究
』

(同
)
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
ず
、
『
日
葡
辞
書
』、
『近
世
翻
訳
語
辞
典
』
、
『江

戸
語
大
辞
典
』
に
も
認
め
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て
は
ど
う
か
、
改
め
て
申
す
ま
で
も
な
い
。
収
録
語
彙
量
に
お

い
て
、
出
典
例

の
調
査
に
お
い
て
比
類
な
い
と
い
わ
れ
る
、
あ
の

『大
漢
和

辞
典
』

(大
修
館
)
の
項
目
解
説
に
、
「①
事
情
の
知
ら
せ
②
戦
時
下
に
お
い

て
敵
国
に
関
す
る
報
告
」
と
あ
り
な
が
ら
出
典
明
示
の
な
い
こ
と
が
、
す
べ

て
を
語
る
。

四

(三
、
五
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
は
、
ど
う
か
。
さ
き
に

一
節
で
触
れ

た
、
中
華
民
国
刊

の

『辞
海
』
(大
正
四
年
初
版
)
に
、
「戦
時
関
於
敵
情
之

二

一

報
告
」
を

「情
報
」
と
す
る
解
説

(出
典
は
な
い
)
が
、
見
出
せ
る
。
そ
の

意
味
で
、
わ
が
国
で
の
発
生
以
前
に
、
本
場
中
国
で
新
訳
さ
れ
た
語
か
と
の

見
方
も
可
能

と
な
る
。
仮

に
こ
の
語
の
新
漢
訳
を
、
明
治
三
十
三
年
、
義

和
団
事
件
関
係
ま
で
と
す
る
な
ら
、
そ
の
移
入
反
映
が
鴎
外
訳
語
な
ど
に
及

ん
だ
事
も
想
像
出
来
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
明
治
は
別
と
し
て
、
大
正
年
代
の
国
語
辞
典

に
、
な
ぜ
輸
入
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
ま
し
て
大
正
期
の
漢
和
辞
典
に
、

な
ぜ
反
映
が
及
ば
な
か
っ
た
か
、
大
き
な
疑
問
で
あ
る
。
実
は
大
正
十
二
年

初
版
の

『字
源
』
(簡
野
道
明
著
)
の
昭
和
増
補
版

(昭
和
三
十
年
)
に
も
、

そ
の
項
目
掲
載
は
な
い
の
で
あ
る
。
中
国
本
場
で
の
翻
訳
と
す
る
見
方
も
、

こ
う
し
て
薄
れ
る
こ
と
に
な
る

(む
し
ろ
、
日
本
で
の
明
治
期
に
お
け
る
造

語
が
、
中
国

へ
逆
輸
入
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
)。
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以
上
と
す
れ
ば
、
右
の
三

・
五
の
型
が
、
重
視
さ
れ
ざ
る
を
得
な

い
。

端
的
に
言
う
な
ら
、
三
を
踏

ま
え
て
五
の
型
に
よ

っ
た
の
で
は
な
い
か
の

可
能
性
は
大

で
あ
る
、
と
考
え
た
い
。

つ
ぎ
の
理
由
を
思
う
か
ら
で
あ
る
。

第

一
に
、
所
定

の
時
期
の
所
定

の
作
品
世
界

の
翻
訳
語
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
。
例
え
ば
仮
り
に
、
最
も

ゆ
か
り
あ
り
と
推
測
さ
れ
る
鴎
外
を
基
に
し

て
見
て
も
、
同
時
代
の
使
用
例
は
余
り
に
少
な
過
ぎ
る
。
鴎
外
自
身
の
作
品

と
し
葦

ビ
).日
本
国
証哭

辞
典
』
も
挙
げ
た

.藤
鞆
絵
』
(明
治
四
+
四
年

作

)
(助

二
例
と
、

さ
ら
に
筆
者

の
.」
の
度
発
見
し
得

た
、
二
葉
亭

の
遺

稿
の
例
と
を
除

い
て
は
、
明
治
三
十
八
年
訳
出

の
、
か
の
上
田
敏
の

『上
田

敏
全
訳
詩
集
』

(岩
波
文
庫
版
)
に
な
く
、
『文
学
界
』
同
人

(筑
摩
書
房

『明

治
文
学
全
集
』
二
十
二
巻
)
に
な
く
、
さ
ら
に

.漱
石
」
、
「藤
村
」
の
作
に

も
な
い
。
あ
る
時
期
、
あ
る
作
で

の
翻
訳
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
と
す
る
な

ら
、
柳
父
章
氏
も

「翻
訳
語
は
、

…
…

(中
略
)
漠
然
と
肯
定
的
な
、

い
い

意
味
籍

つ
と
さ
れ
る
た
め
に
、
あ
る
時
期
盛
ん
に
乱
用
さ
れ
、
流
行
語
と

な
る
。」
と
い
う
よ
う
、
な
ぜ
鴎
外

以
降
の
多
用
は
な
か

っ
た
の
か
。
と
も
か

く
、
そ
こ
が
分
か
り
難

い
。
特
定

時
期
の
特
定
作
の
訳
語
で
な
い
と
す
れ
ば
・

あ
る
言
語
場
面
、
あ
る
文
脈
の
中

で
の
、
自
然
造
成
の
可
能
性
を
、
予
想

す
る
し
か
あ
る
ま
い
。

そ
こ
で
、
明
治
三
十
年
以
前
の

「情
」
と

「報
」
と
の
形
に
そ
れ
ぞ
れ
関

連
す
る
周
辺
語
事
例
に
つ
き
、
以

下
い
さ
さ
か
検
討
を
試
み
る
。
実
は
、
「情

報
」
な
る
語
が
進
出
す
る
前
に
、

こ
ん
な
語
例
が
出
現
し
て
い
る
。

〈
「○
情
」
に
関
す
る
語

の
形
〉

「賊
情
」

(明
治
十
年
五
月
二
十
二
日

『東
京
日
日
』
例
)

「敵
情
」

(.明
治
三
+
七
年
手
帳
八
』
二
葉
亭
に
五
例
㌍

)・

〈
報
に
関
す
る
語
形
〉

「報
」
(後
述
す
る
が
、
明
治
二
十
七
、
八
年
の
新
聞
記
事
事
例
だ
け
で
も

二
十
八
を
数
え
る
)
。

「報
O
」

(後
述
す
る
が
、
報
知

・報
告

・報
道
)
な
ど
多
数
、
特
に
報
知

は
、
明
治
九

.
十
年
代
の

『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
十
八
例

に
達
す
る
)
。

「○
報
」
(こ
れ
も
詳
細
は
後
述
を
参
照
、
明
治
二
十
四
～
六
年
同
『明
治

編
年
史
』
の
記
事
中
に
会
報

・
警
報

・
一
報

・
後
報

・
確
報

・
電

報

.
詳
報

.
諸
報

・
変
報
な
ど
、
実
に
多
様
に
現
れ
る
)
。

〈情
と
報
と
に
関
す
る
表
現

・
語
形
〉

○

此
老
武
者
某
は
随
分
と
も
肥
後
人
の
仲
間
に
顔
も
賣
れ
、
賊
徒
に
も

見
知
ら
れ
た
る
を
以
て
漸
く
人
吉
に
着
し
、
昨
十
二
日
滞
り
な
く

熊
本
に
帰
り
来
て
事
情
を
報
知
し
た
る
也
。
(明
治
十
年
五
月
二
十

四
日
東
京
日
日
新
聞
)

○

前
月
来
交
戦
の
姻

側
を
探
訪
し
以
て
陸
續
響

す
る
あ
ら
ん
と
す
。

(同
十
年
九
月
八
日
郵
便
報
知
新
聞
)

○

「敵
情
補
報
」

(二
葉
亭
、
『明
治
三
十
七
、
八
年
手
帳
』)

右
の
語
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
こ
れ
ら
が
日
々
事
あ
る
ご
と
に
使
わ
れ
た
場

合
、
言
い
慣
ら
わ
し
に
傾
く
中
で
、
例
え
ば

「敵
情
補
報
↓
敵
情
報
↓
情
報
、

賊
情

の
報
↓
情
報
、
情
状
の
報
↓
情
報
」

の
よ
う
に
、
自
然
に

「情
報
」
は
そ

の
簡
略
形
ま
た
は
融
合
形
と
し
て
合
成
さ
れ
て
行

っ
た
と
考
え
る
の
は
、
無
理

で
あ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
言
語
本
来
の
経
戳

か
ら
見
て
も
・
「類
概
念
を
示
す

基
礎
語
彙
が
」
、
「単
純
語
を
土
台
と
し
て
で
き
て
」

い
て
、
そ
の
た
め

「新
概

念
を
示
す
合
成
法
は
単
純
」
と
い
う
・
日
奎

開造
語
法
の

鳳

解
を
参
照
し
て

も
、
決
し
て
無
理
.不
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
し
て
、
「○
報
」

の
形
は
、
熟

語
と
し
て
の
安
定
性
高
く
、
例
え
ば

『広
漢
和
辞
典
』

(大
修
館
、
上
巻
)
に
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は
、
以
下
の
よ
う
な
数
多
く
の
用
語
の
挙
例
が
あ
る
。

索
報

.
単
報

.
広
報

・
回
報

・
情

報

・
官
報

・
吉
報

・
凶
報

・
警
報

・
誤
報

・

公
報

.
週
報

.
旬
報

・
捷
報

・
細
報

・
速
報

・
諜
報

・
通
報

・
内
報

・
飛
報

・

訃
報

・
返
報

・
予
報

・
朗
報

さ
ら
に
加
え
て
、
明
治
期
に
お
け
る
各
戦
役
と
の
係
わ
り
で
、
漢
籍
に
由
る

ま

こ
と
の
な
い
軍
事
、
報
道
新
語
が
、
か
な
り
自
在
な
様
で
生
ま
れ
た
こ
と
も
、

併
考
で
き
よ
う
。

こ
う
し
て
、
こ
の

「情
報
」
な
る
語

の
語
形
形
成
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
特

定
個
人
の
翻
訳
語
、
少
な
く
も
鴎
外

の
手
に
成
る
翻
訳
語
と
す
る
説
を
、
強
く

疑
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
緊
急
特
別
な
報

・
死
活
を
に
ぎ
る
重
大
な
報

を
不
可
欠
と
す
る
事
情
を
踏
ま
え
、
そ
の
役
割
を
刻
々
と
し
か
も
繰
り
返
し
果

た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
軍
人
ま
た
は
報
道
人

(ど
ち
ら
が
先
か
、
目
下
不
詳
)
の

手
に
よ

っ
て
、
こ
の
語
は
、
そ
れ

こ
そ
類
似
表
現
の
反
復
の
中
か
ら
醸
成
さ
れ

た
も
の
に
違
い
な
い
と
愚
考
す
る
。
そ
れ
も
、
す
で
に
重
ね
て
指
摘
し
て
来
た

よ
う
に
、
軍
事
関
係
の
専
門
語
に
近
い
特
性
を
も
っ
て
で
あ
る
。

発
生
期
の
こ
の
語
が
、
長
い
時

を
経
な
が
ら
造
成
さ
れ
た
の
で
は
と
い
う
事

と
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
軍
内
部
の
機
密
特
殊
用
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持

っ
て
い

た
の
で
は
と
い
う
こ
と
と
を
想
定
す
れ
ば
、

一
般
国
語
辞
典

へ
の
お
目
見
得
が

遅
れ
過
ぎ
た
事
実
も
、
首
肯
で
き
よ
う
。

三

「情
報
」
登

場
ま
で
の
類

語

の
模
様

長
い
時
世
の
流
れ
を
経
て

「情
報
」
な
る
語
は
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
。

長
い
時
を
経

て
の
形
成
だ
け
に
、
こ
の
語

の
意
味

に
対
応
す
る
考
え
方

の

枠

・
事
柄
が
古
く
か
ら
あ

っ
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
実
は
、
情
報
の
意
味

の
大
本
に
係
わ
る

「知
ら
す
」
な
ど
は
、
そ
の
由
来
は
極
め
て
古
く
、
す
で
に

万
葉
の
時
代
に
出
現
を
見
た
。
「常
陸
さ
し
ゆ
か
む
か
り
も
が
、
(雁
で
も
い
れ

ば
よ
い
な
あ
)
あ
が
戀
を
し
る
し
て
附
て
い
も
に
し
ら
せ

(志
良
世
)
む
」

の

と
お
り
で
あ
る
。
以
来

い
く
つ
か
の
関
連
語
が
登
場
、
時
と
と
も
に
そ
の
類
義

語
の
体
系
が
築
か
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
「情
報
」
は
、
い
わ
ば
そ
う
し
た
代
々

う

の
類
義
語
体
系
の
上
に
生
を
享
け
た
語
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
汽
車
」
、

「電

気
」
、
「飛
行
機
」
な
ど
を
新
事
実

の
新
生
概
念
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
、
旧
事

柄
の
改
訂
の
概
念
と
で
も
言
え
よ
う
。
改
訂
な
ら
、
当
然
、
そ
の
本
を
な
す
既

存
材
料
が
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「情
報
」
の
使
用
定
着

へ
の
実
態
を
知

ろ
う
と
す
る
に
は
、根
株
と
も
い
う
べ
き
類
義
語
群

の

一
用
法
に
迫
る
要
が
あ
る
。

正
に
、
「初
め
に
類
義
語
あ
り
き
」
で
あ
る
。

ま

ず

、

明

治

期

に

お

け

る

"
ぎ
8
§

暮
δ
尸

の
訳

語

を

一
覧

し

よ

う
。

『
外

来

語

の
語

源

』

(吉

沢
典

男

・
石
綿

敏

雄

著

)

に

よ

れ

ば

、

つ
ぎ

の
よ

う

な

「
情

報

」

の
類

語

が

記

さ
れ
.る
。

消
息
・
報
告
・
知
機

明
治
六
年

籠

獵

魁
髭

.
沙
汰
.

明
治
九
年

講

語
藍

ハ

黐

.
報
土.す
る
.、と

明
治
二
±

年

和
魏

黐

通
信

明
治
二
+
四
年

懃

蠶

ま
た
、
"Z
①≦
ω
"

の
訳
例
を
見
る
と
以
下
の
通
り
。

た
よ
り

・
さ
た

明
治
九
年

英
和
俗
語
辞
典

報
知

・
新
報

明
治
二
十

一
年

和
訳
英
字
彙

消
息

・
報
道

・
通
信

明
治
二
+
五
年

蠖
難

和
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右
例
を

一
見
し
て
、
「報
告
」
・
「報
知
」
・
「消
息
」
・
「た
よ
り
」
な
ど
が
、
類

語
群
中
の
多
用
性
を
持

つ
も
の
と
解

さ
れ
る
。
こ
の
実
態
と
明
治
前
期
の
主
要

新
聞
記
事
例

(
『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
に
よ
る
)
と
を
校
合
、
最
も
用
例
の

目

に
立
つ
類
語
と
し
て
、
「報
知
」
・
「報
告
」
・
「報
道
」
・
「報
」、
さ
ら
に

「電

報
」
を
選
び
、
こ
こ
に
そ
の
使
用
実
態
を
展
望
す
る
。
表

1
は
、
調
査
選
定
語

に

つ
き
、
明
治
の

一
大
戦
役
と
周
辺
に
因
む
主
な
五

つ
の
年
代
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
使
用
例
数
を
、

一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
端
的
に
見
る
な
ら
、
明
治
二

十
六
年
を
境
に
二
十
七
年
以
降
か
な
り
使
用
実
態
に
動
き
が
あ

つ
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

〈表

1
>

明
治
主

要
戦
役

時

に
お
け

る

「
情
報

」
周
辺

の
類

語
用

例
数

% 明
治九年
～十一年

〃

二
十
四

年
ー二十六年

〃

二
十
七
年
～二十九年

〃

三
十
三
年
ー三十五年

〃

三
十
六
年
～三十八年

報

告

5

5

24

16

53

報

知

18

0

3

1

1

報

道

0

4

8

6

15

報

14

6

28

19

8

電

報

30

10

38

32

20

情

報

0

0

1

4

9

※欄内各数字は、語の使用数例 の合計 をそれぞれ

示す。調査資料 は、『新聞集成 明治編集 成史』(第

3、8、9、11、12巻)に よる。

 

視
点
を
変
え
て
図
1
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
の
事
は
さ
ら
に
瞭
然
で
あ
る
。
お

よ
そ
で
言
う
な
ら
、
二
十
四
年
～
二
十
六
年
で

一
転
、
そ
し
て
、
三
十
三
年
～
三

十
五
年
で
ま
た

一
変
化
と
い
っ
た
様
相
で
あ
ろ
う
。

「
報

告

」
・
「
報

道

」

は

増

、

特

に

「
報

告

」

は
激

増

し

た

。

反

対

に

「
報

知

」

は
、

激

減

の
感

じ

を

呈

し

た

。

「
報

」
と

「
電

報

」

と

は
、

増

加

の
傾

向

を

呈

し

な

が

ら

、

結

局

三

十

六

年

以

降

、

ま

た
減

少

に
向

か

っ
た

。

「
情

報

」

は

、

そ

の
絶

対

数

は
少

な

い
な

が

ら

、

急

増

し

た
。

で

は

、

い
わ

ば

「
情

報

」

を

と

り

ま

く

、

こ
れ

ら

「
情

報

」

類

語

群

の
盛

衰

の
事

情

は

、

何

か

、

少

し

く

個

別

に
吟

味

し
よ

う

。

「
報

告

」
、

「
報

道

」

の
場

合
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報

告

は
、

そ

も

そ
も

そ

の
出
身

は

誠

に

い
わ

れ

深

い
。

出

典

を

『
漢

書

、

モ

ク

ー
ヲ

テ
カ
ヘ
ン

シ
ク

ス

ニ

王

莽

伝

上

』

に

「
雖

文

王

卻

虞

茵

何

以
加

。

宜
報

告

天

下

。」
の

よ

う

に
持

ち
、

一

レ

ニ

一

三

ニ

国
内
で
も
、
す
で
に
近
世
末
に
用

い
ら
れ
て
い
た
。
佐
藤
亨
氏
に
よ
れ
ば
、
慶

応
二
年
訳
了
の

『泰
西
国
法
論
』

(津
田
真

一
郎
)
に
見
え
、
西
周
の

『万
国
公

(13
)

法
』
に
も
登
場
と
い
う
。
古

い
漢
籍
に
由
緒
を
持
ち
、
比
較
的
早
く
近
世
末
よ

り
し
て
馴
れ
始
め
、
し
か
も
、
近
代
初
期
に
は
法
定
用
語
の
特
色
を
得
た
語
で

あ
る
。
語
形
、
内
容
、
使
用
実
績

の
い
ず
れ
も
、
い
わ
ば
安
定
し
た
語
で
あ
る
。

加
え
て
、
明
治
二
十
九
年
の
民
法
六
四
五
条
に
は
、
「受
任
者
は
委
任
者
の
請
求

あ
る
と
き
は
何
時
に
て
も
委
任
事
務
処
理
の
状
況
を
報
告
…
…
」
の
よ
う
に
示

さ
れ
る
。
特

に
明
治
二
十
三
年
陸
海
軍
独
立
分
離
に
基
づ
く
全
組
織
の
拡
充

・

強
化
以
降
は
、
公
式
語
、
お
そ
ら
く
軍
の
公
用
語
と
し
て
、
使
用
の
量
、
機
会

と
も
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
十
分
想
像
出
来
よ
う
。

報
道
も
ま
た
、
由
緒
あ
る
語
で
あ
る
。
『広
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「山
居

ヒ

ニ

バ
バ

セ
ヨ

ま
た

送
僧
詩
」
(唐
、
李
渉
)
に

「若
逢
域
邑
人
相
問
報
道
花
時
也
不
閑
」
の
よ
う
な
出

ニ

　

レ

典
が
あ
る
。
先
に
示
し
た

『外
来

語
の
語
源
』
に
も
見
る
よ
う
、
す
で
に
阻
治

二
十
五
年
に
は
、

ニ
ュ
ー
ス
の
訳
語
と
し
て
英
和
辞
典
の
収
録
も
あ
る
。
少
な

く
と
も
明
治
二
十
年
前
後
に
は
、

か
な
り
の
使
用
が
発
生
し
た
も
の
と
、
推
定

さ
れ
る
。
明
治
二
十
年
の

『緑
蓑

談
』
(佐
藤
南
翠
)

の
中
に
も
、
「
夫
れ
故
斯

・

・

(
14

)

い
ふ
潔
白
な
る
情
は
早
く
御
両
親

に
報
道
し
て
…
…
」
と
あ
り
、
動
詞
形
の
例

を
見
る
。
い
わ
ゆ
る
明
治
二
十
年
代
の
初
期

の
七
大
新
聞

(郵
便
報
知

・
東
京

日
々

.
朝
野

・
時
事
新
報

・
読
売

・
毎
日

・
日
本
新
聞
)
の
繁
栄
と
と
も
に
、

特
に
二
十

一
年
に
は
喫
茶
店
な
ど
も
登
場
、
大
衆
娯
楽
高
ま
り
の
中
で
、

耳
寄

り
な
話

.
お
楽
し
み
も
の

(レ
ジ

ャ
ー
も
の
)
記
事
な
ど
の
増
加
と
と
も
に
、

定
着
性
を
も
っ
て
根
を
下
ろ
し
て
い
っ
た
も
の
に
違

い
な
い
。

報

・
報
知
の
場
合

報
告

.報
道
と
同
じ
よ
う
に
、
報
・報
知
も
と
も
に
漢
籍
の
出
典
は
由
緒
正
し

い
。
報
は
、
『広
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「列
子
鉱
泣
藝

里
モ
r

(
『淮
南
子
』)

シ
テ

ク

　
ヲ

ニ

　

と
い
.つ
動
詞
の
例

ま
た

.
王
皮
弁
以
聴
蒹

・

(.礼
記
』
)
止
アい
.毫

騁

例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
る
。
報
知
も
ま
た
、
同
辞
典
に
「待
師
父
回
来
報

触

(
『
西
廂

記

』
)

の
典

拠

が
・

明

ら

か

に

示

さ

れ

る

・

二

一

し
か
も
、
「報
知
」
は
す
で
に
明
治
五
年
、
『郵
便
報
知
』
の
新
聞
名
に
活
用

さ
れ
、
翻
訳
語
と
し
て
も
古
い
戸
籍
を
持

つ
。
先
の

『外
来
語
の
語
源
』
の
例

も
示
す
と
お
り
、
明
治
二
十

一
年
に
は
、

ニ
ュ
ー
ス
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
の
訳
語
と
し
て
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。

な
ら
ば
、
な
ぜ
、
「報
」
も

「報
知
」
も
使
用
の
成
長
を
見
な
い
ま
ま
、
図
1

の
語
る
よ
う
、
明
治
三
十
年
代
以
降
下
降
の
道
を
た
ど
っ
た
の
か
。
外
的
事
情

は

(例
え
ば
、
「報
知
」
は
、
『郵
便
報
知
』
の
よ
う
な
固
有
名
詞
に
支
配
さ
れ

た
と
か
)

い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
何
よ
り
こ
れ
ら
の
語
の
持

つ
内
的
事
情
が
大
き
く
関
係
し
よ
う
。
「報
」
は
、
漢
字

一
字

の
字
音
語

で
あ

る
。
漢
字

一
字
を
形
態
素
と
す
る
語
は
、
森
岡
健
二
氏

(
『語
彙
の
形
成
』
明
治

書
院
)
も
指
摘
の
と
お
り
、
漢
字
形
態
素
全
体
か
ら
し
て
非
常

に
少
な
い
。
ま

た
、
二
字
の
形
態
素
か
ら
成
る
語
に
比
べ
、
安
定
度
は
低

い
。
そ
の
上
、
「報
」

は
、
「
ホ
ウ
」
と
二
音
節
構
成
の
語
で
あ
る
。
た
と
え
ば
国
立
国
語
研
究
所
の
新

(
15

)

聞
用
語
の
調
査
に
も
あ
る
よ
う
、
日
本
語
は
、

一
般
に
四
拍
語

(例

、
学
生

ロ
ガ
ク
セ
イ
、
大
学
1ー
ダ
イ
ガ
ク
、
先
生
1ー
セ
ン
セ
イ
、
生
活
1ー
セ
イ
カ
ツ
、

特
訓
"
ト
ッ
ク
ン
、
…
…
)
が
多
く
、
中
で
も
漢
語

の
四
拍
集
中
は
格
別
と
さ

れ
る
。
と
す
れ
ば
、
形
態
素
は

一
字
で
音
節
は
二
拍
の
、
漢
語
の
熟
成
は
、
容

易
に
望
み
難
く
な
る
。

こ
こ
に
、
「報
」
な
る
語
の
、
近
代
早
期
か
ら
の
使
用
と
由
緒
あ
る
典
籍
と
に

恵
ま
れ
な
が
ら
、

つ
い
に
は
十
分
育
ち
得
な
か
っ
た
事
情
が
、
潜
む
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
使
用
初
期
の
う
ち

(明
治
三
十
年
前
後
ま
で
)
は
、

一
字
と
い
う

語
形

の
簡
易
さ
と
概
念
の
広
さ
と
か
ら
利
用
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
や
が
て
形

態
素
二
字

の
よ
り
高
い
安
定
度
の
重
さ
を
目
指
し
、
「○
報
」
、
「報
O
」
の
二
字

の
合
成
語

へ
と
発
展
解
消
に
向
か
う
。

さ
て
、
「報
知
」
に
、
使
用
普
及

の
伸
び
が
な
か

っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
語

の
持
つ
特
性
か
ら
す
れ
ば

二
つ
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
つ
は
、
先

の

「報
」
に
な
ら

っ
て
い
え
ば
、
こ
の
語
の
音
節

・
音
拍
の
条

件
で
あ
る
。
語
は
、

一
見
し
た
と
お
り
三
拍

・
三
音
節
で
あ
る
。
三
拍

(※
日

本
語
で
は
お
よ
そ

一
音
節
を

一
拍

と
見
る
事
が
出
来
る
。
以
下
拍
を
用
い
る
)

の
漢
語
は
、
決
し
て
使
用
度
数
が

一
般
に
多

い
と
は
言
え
な
い
。
先
の
国
語
研

究
所
の
新
聞
用
語

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
三
拍
漢
語
は
、
延
べ
使
用
語
数
に
お
い

て
全
調
査
漢
語

の
二
五

・
五
%
で
あ

っ
て
、
四
拍
語
の
三
五

・
七
%
を
は
る
か

に
下
回
る
。
こ
れ
は
、
異
な
り
語
数
と
し
て
は
そ
の
使
用
が
極
め
て
少
な
い
と

さ
れ
る
、
二
拍
語

の
延
べ
使
用
語
数
二
九

・
○
%
よ
り
、
さ
ら
に
下
に
な
る
。

と
す
れ
ば
、
当
時

の
使
用
者

に
と

っ
て
も
今

一
つ
の
調
和
し
切
れ
な
い
も
の

が
あ

っ
た
と
、
見
る
他
な
か
ろ
う
。

さ
ら
に

一
つ
は
、
ち
ょ
う
ど
前
記

の
条
件
を
裏

か
ら
語
る
と
思
う
、
こ
の
語

の
特
殊
用
法
に
あ
る
。
新
聞
報
道
記
事
は
別
と
し
て
、
文
学
作
品
な
ど
に
見
る

限
り
、
そ
の
用
法
に
は
変
形
の
感

が
あ
る
。
例

に
見
よ
う
。

と
し

よ

老
至

っ
た
お
袋
に
い
つ
ま
で
も

一
人
住
み
の
不
自
由
さ
せ
て
お
く
も
不
孝
の

沙
汰
、
今
年
の
春
に
東
京

へ
迎

へ
て

一
家
を
成
し
て
、
そ
う
し
て
思
う
旨
を

し
ら
せ

半
分
報
知
て
…
…

(明
治
二
十
年

『浮
雲
』
二
葉
亭
)

二
人
は
安
井
も
ま
た
半
途
で
学
校
を
退
い
た
と
い
ふ
消
息
を
耳
に
し
た
。

し
ら
せ

…
…

(略
)
次
に
病
気
に
罹

っ
て
家
に
寝

て
ゐ
る
と
い
ふ
報
知
を
き
い
た
。

(明
治
四
十
三
年

『門
』
漱
石
)

右
例
の
と
お
り
、
「報
知
」
に

「し
ら
せ
」
と
ル
ビ
の
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
、

注
目
で
き
る
。
漱
石
の
作
に
は
、
他
に
『思

い
出
す
こ
と
な
ど
』
(明
治
四
十
三

年
)
に
三
例
あ
る
。
発
見

の
例
は
少
な
い
が
、
こ
う
し
て
、
時
代
も
違

い
、
作

風
も
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
作
中

に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
「報
知
」
11

「し
ら

せ
」
と
し
て
の
用
法
が
、
お
よ
そ

一
つ
の
傾
向
を
な
し
て
い
た
の
で
は
、
と
想

像
さ
れ
る
。

明
治
二
十
年
代
か
ら
明
治
末
年
に
か
け
て
、
当
語

の
使
用
に
関
し
、
ル
ビ
に

よ
る
字
訓
が
、
主
要
作
品
に
よ

っ
て
多
用
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
元
字
の
語
形

「報
知
」
そ
の
も
の
は
、
容
易
に
普
及
を
見
な
い
の
も
当
然
と
言
わ
ね
ば
な
る

ま
い
。
し
ら
せ

(知
ら
せ
)
と
い
う
語
は
、
万
葉
集
の
頃
よ
り
わ
れ
わ
れ
に
馴

染
み
深
い

(入
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
(報
知
」
と

「し
ら
せ
」
を
並

べ
る
限
り
、
近

代
人
は
、
お
の
ず
か
ら

「報
知
」
を
敬
遠
、
「し
ら
せ
」
優
先
の
道
を
選
ん
で
行

つ
た
の
で
は
、
と
信
じ
ら
れ
る
。

な
お
、
調
査
例
に
見
る

「電
報
」
な
る
語
に
つ
き
、
付
言
し
よ
う
。

明
治
二
年
十
二
月
、
東
京

・
横
浜
間
の
電
信
開
通
を
皮
切
り
に
業
務
開
始
以

来
、
「電
報
の
関
連
自
由
な
る
実
に
驚
く
べ
き
に
堪
た
り
」
(明
治
五
年

『新
聞

雑
誌
』
第
三
八
号
)
と
あ
る
よ
う
、
報
道
を
初
め
と
し
多
く
の
分
野
で
、
電
報

活
動
そ
の
も
の
は
、
歓
喜
の
嵐
を
も

っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
業
務
は
、
生
活
全
般

に
便
利
こ
の
上
も
な
い
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
な
が
ら
、
西
南
の
役
、
日
清
戦

争
と
緊
急
報
を
不
可
欠
と
す
る
、
特
殊
な
事
情

の
中
で
、
最
大

・
最
高
に
活
用

さ
れ
た
。
と
同
時
に
、
「電
報
」
と
い
う
語
も
、
特
に
報
道
文
中
で

「電
報
に
よ

れ
ば
…
…
」
・
「～
の
電
報
あ
り
」
な
ど
の
文
形
で
、
た
ち
ま
ち
普
及
の
波

に
乗

っ
た
。
緊
急
の
事
態

・
重
大
事
態

の
あ
る
と
こ
ろ
常
に
電
信
の
活
動
あ
り
、
活

動
と
と
も
に

「電
信
」
の
多
用
、
常
用
が
あ

っ
た
。
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し
か
し
、

一
方
時
代

の
進
歩
と
と
も
に
知
ら
す
べ
き
事
柄
の
多
用
化
に
つ
れ
、

必
ず
し
も
電
報

一
辺
倒
と
ば
か
り
は
行
か
な
い
。
さ
ら
に
三
十
二
年
頃
か
ら
の

電
話
の
普
及
発
達

(三
十
二
年
、
東
京

・
大
阪
長
距
離
電
話
開
通
、
三
十
三
年
、

　

　

　

　

　

　

　

公
衆
電
話
初
開
設
)
も
あ

っ
て
、
何
も
か
も
が
電
報
と
い
う
時
代
は
、
移

っ
た

の
で
あ
る
。

図
-
表
示
の
と
お
り
、
明
治
三
十
年
代
後
半
以
降
、
こ
の
語
の
使
用
に
減
少

の
見
え
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
ん
な
事
情
と
思
わ
れ
る
。

以
上
見
た
よ
う
な
、
類
語
そ
れ

ぞ
れ
の
推
移
と
競
合

の
中
で
、
実
は
、
「情
報
」

の
登
場
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
今
ま
で
の
筆
者
の
調
査
に
よ
る
限
り
、
そ
れ
は
、

表

1

・
図
1

の
と
お
り
明
治
半

ば
に
生
ま
れ
、
舞
台
を
限
ら
れ
な
が
ら
、
明

治
の
後
半
に
育

っ
て
い
っ
た
語
で
あ
る
。

生
ま
れ
、
間
も
な
く
成
長
初
期

に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
鴎
外
訳
文

の
ク
ラ
ウ

ゼ

・
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』に
い
う
、
「戦
争
の
情
報
」
と
な
る
。
そ
し
て
、
「敵

と
敵
国
に
対
す
る
」
「知
識
」
と
い
う
よ
う
、
主
と
し
て

「敵
軍
事
の
情
報
」
の

意
を
担
う
。
明
治
三
十
七
、
八
年

の
日
露
戦
役
に
お
い
て
、
そ
の
使
用
の
増
加

と
と
も
に
、
い
わ
ば
語
の
位
置
を
次
第
に
確
保
す
る
。
図
1
に
見
る
か
ぎ
り
、

後
半

の
急
成
長
ぶ
り
は
、
正
に
時
流
に
乗

っ
た
感
が
深
い
。

新
し
い
事
態
の
波
立
ち
の
か
げ

に
は
、
も
ち
ろ
ん
古
い
事
態
の
低
迷
が
あ
る
。

「報
」
と

「報
知
」
の
か
げ
り
の
中

に
、
「情
報
」
は
、
大
き
く

一
歩
を
踏
み
出

す
の
で
あ
る
。

四

「
情
報
」
、
定
着

へ
の
道

(そ

の

旧
)

明
治
と
い
う
時
代
を
舞
台
に
し

て
、
「情
報
ロ
な
る
語

の
動
き
を
見
れ
ば
、
そ

れ
は

一
種
の
新
語
で
あ

っ
た
。
他

の
類
語

(報
告

・
報
知

・
報
道
)
に
比
べ
て

素
性
も
知
れ
ず
、
成
り
立
ち
も
分
か
ら
ず
、

い
わ
ば
漂
泊
の
徒
に
も
等
し
い
出

現
で
あ
る
。

一
体
、
な
ぜ
こ
れ
が
選
ば
れ
、
使
わ
れ
、
驚
異
の
成
長
を
と
げ
る
に
至

っ
た

の
か
。
主

と
し
て
、
明
治
後
半
に
お
け
る
基
礎
的
意
味
の
成
立
期

(明
治
三
十

七
、
八
年
)
と
見
ら
れ
る
時
代
を
境
に
、
語
と
し
て
定
着
し
て
行
く
経
過
を
た

ど
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
語

の
初
出
現
の
模
様
か
ら
振
り
返

っ
て
み
る
。
先
に

一
節
で
も

触
れ
た
と
お
り
、
こ
の
語
の
文
字
資
料
の
初
見
例
は
、
明
治
二
十
八
年
少
く
も

そ
れ
以
前
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
資
料
の
性
質

の
こ
と
、
発
見
例
が
わ
ず
か
に

一

つ
と
い
う
こ
と
な
ど
、
多
分
に
問
題
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
今
後
の
検
討
に
待

　

　

つ
と
し
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
明
治
二
十
八
年
の
初
見
を
重
視
す
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
使
用
例
も
僅
少
の
ま
ま
現
わ
れ
た
の
か
。
そ
れ

こ
そ
、
興
味
の
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

詳
細
は
不
明
と
し
か
言
い
様
が
な
い
。

仮
説
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
こ
ん
な
見
方
が

一
つ
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
、
二
十
八
年
の
初
登
場
と
い
う
の
は
、
単
純
な
が
ら
日
清
戦
役
と
の
深

い
関
わ
り
に
あ
る
と
、
考
え
た
い
。
か
つ
て
あ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
名
参
謀
長

ペ
ル
テ
イ

エ
を
擁
し
て
情
報
を
活
用
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
争
を
制
し
た
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
る
。
近
代
戦
は
、
情
報
の
積
極

・
有
効
利
用
と
と
も
に
始
ま

っ
た
と

言
え
よ
う
。

日
清
戦
役
を
日
本
の
近
代
戦
第

一
号
と
見
る
な
ら
、
こ
こ
で
情
報
活
動
の

　

　

一
大
採
用
と
利
用
と
が
、
考
え
ら
れ
ぬ
は
ず
は
な

い
。
と
す
れ
ば
、
語
形
と
し

　

　

て
の

「情
報
」
と
い
う
語
が
直
ち
に
使
わ
れ
た
か
は
別
と
し
て
、
そ
の
意
味
に

　

　

　

　

当
た
る
活
動

・
事
柄
が
当
時
軍
の
内
部
に
満
ち
て
い
た
こ
と
は
、
確
か
と
見
ら

れ
る
。
し
か
も
、
す
で
に
明
治
四
年
陸
軍
省
刊
の
対
訳
辞
書
に
、
い
わ
ゆ
る
情

報
の
意
を
示
す
語

(「報
知
」
)
が
あ

っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
行
動
の
よ
り

働一〇9　一



活
発
化

.
必
要
性
と
と
も
に

「情
報
」
語
形
の
誕
生
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
不

思
議
は
な
い
。

軍

の
組
織
に
目
を
や
る
。
実
は
、
二
十
八
年
戦
役
の
翌
二
十
九
年
、
参
謀
本

部
改
組
拡
充
が
あ
り
、
管
下
四
部

に
分
け
た
第
三
部

に

「外
国
ノ
軍
事
及
其
地

理

.
諜
報

.
軍
事
統
計
」
の
責
務
分
担
あ
り
と
し
て
、
「諜
報
」
の
役

・
存
在
を

明
確
靴

し
て
い
る
。
諜
報
は
、
い
わ
ゆ
る
相
手

.
敵
方
情
報

を
ひ
そ
か
に
探

る
手
段
で
あ
る
。
そ
の
組
織
が
こ
う
し
て
本
格
化
す
る
以
上
、
そ
れ
以
前
、
二

十
七
.二
十
八
年
に
、
諜
報
活
動
の
対
象
と
す
る
内
容
す
な
わ
ち

「敵
の
事
情
・

情
報
」
が
、
意
識
に
表
面
化
し
な

い
は
ず
は
な
い
。

つ
ぎ
に
、
初
見
当
時

の
用
例
僅
か

一
つ
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
こ
そ
「情
報
」

な
る
語
の
性
格

・
運
命
と
推
察
し
た
い
。

諜
報
活
動
は
、
極
秘
の
う
ち
に
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
情
勢
を
探
る
活

動
そ
の
も
の
が
極
秘
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
探
り
当
て
た
内
容

の
整
理

・

連
絡

.
報
告
、
す
べ
て
秘
密
に
徹

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
活
動
と
そ
の
対
象

と
も
に
秘
密
絶
対
と
い
う
な
ら
、

そ
の
呼
び
名
と
し
て
の
言
葉
も
ま
た
地
下
的

性
格
を
帯
び
て
来
よ
う
。
こ
こ
に
、
諜
報
活
動
の
求
め
る
内
容

・
事
柄
に
応
ず

る
、
言
葉
の
形
と
し
て
の

「情
報
」
そ
の
も
の
が
、
直
ち
に
資
料
に
現
わ
れ
難

い
事
情
が
あ
る
と
、
推
察
さ
れ
る
。

明
治
二
十
八
年
、
あ
た
か
も
お
忍
び
の
よ
う
に
し
て
現
わ
れ
た

「情
報
」
は
、

第

一
節
例
示
を
基
に
繰
り
返
し
見
た
よ
う
、
明
治
三
十
三
年
義
和
団
紛
争
の
折

ヘ

へ

を
め
ぐ
り
、
よ
う
や
く
使
用
増
加

を
示
す
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ば
、
正
式
発
生

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
明
治
二
十
七

・
二
十
八
年
～
三
十
三
年
、
こ
の
時
代
を
、

「情
報
」
発
生
の
時
期
と
名
づ
け
ら
れ
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
語
は
、
当
時
す
な
わ
ち
発
生
期
に
お
い
て
、
ど
ん
な
意
味

・
用

法
を
持

っ
た
の
か
。
軍
事
と
の
関
連

・
因
縁
と
の
中
で
発
生
し
た
と
見
る
以
上
、

お
よ
そ
、
そ
の
意
味
も
軍
事

に
基
づ
く
と
考
え
て
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
初
期

に
お
け
る
用
法
で
は
、
軍
事
が
、
敵

の
事
情
か
見
方
の
事
か
、
あ
る
い
は
い
ず

れ
も
か
、
必
ず
し
も
定
か
と
は
言
え
な
い
。
第

一
節
例
①

が
、
そ
れ
を
語
る
。

例
①
に
よ
れ
ば
、
見
出
し
語
に

「帝
国
艦
隊
の
活
動
」
と
あ
り
、
小
見
出
し
に

「艦
隊
の
消
息
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
記
事
は
、
帝
国
艦
隊
の
活
動
を
中
心
と

し
た
、
わ
が
軍
の
消
息
報
道
を
べ
ー
ス
に
し
た
文
脈
で
あ
る
。
言
う
と
こ
ろ
の

敵
軍
の
事
情
、
敵
軍
事
中
心
の
報
で
は
な
い
。
子
細
は
究
め
難

い
が
、
お
そ
ら

く
、
発
生
当
初

の
意
は
、
必
ず
し
も
彼
我
の
別
を
持
た
な
い
、
軍
事
の
知
ら
せ

を
指
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

語
が
、
軍
事
に
関
し
て
、
特
に
敵
軍
情
勢
の
知
ら
せ
と
い
う
意
で

一
つ
の
輪

郭
づ
け
を
さ
れ
た
の
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
イ
ッ
ツ
の
例

の
鴎
外
訳
書
『大
戦
学
理
』
・

が
出
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
再
度
触
れ
た
と
お
り
、
鴎
外

が
、
そ
の
訳
書

の
第
六
節
を

「戦
争
の
情
報
」
と
題
し
、
「情
報
と
は
敵
と
敵
国

と
に
関
す
る
我
智
識

の
全
體
を
謂
ふ
是
れ
我
諸
想
定
及
御
作
業

の
根
底
な
り

(略
)
」
と
記
し
た
文
章
が
始
め
で
あ
る
、
と
見
た
い
。

こ
こ
に
、
こ
の
語
の
意
味
用
法
の
限
定
が
起
こ
る
。
意
味
論
に
い
う
、
意
味

(
17
)

の
特
殊
化
で
あ
る
。
そ
の
軍
事
的
性
格
化
の

一
歩
で
も
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
の
こ
の
期
を
境
に
し
て
、
続
く
三
十
七

・
八
年
の
時
代
を
い

わ
ゆ
る
語

の
成
立
期
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

訳
書
公
刊

の
時
代
、
そ
の

マ
年
前
(三
十
五
年
三
月
)
に
、
す
で
に
鴎
外
は

第

一
師
団
軍
医
部
長
の
要
職
に
あ

っ
た
。
彼

の
知
識
人
と
し
て
の
軍
内
部
に
対

す
る
影
響
、
特
に
兵
語

の
運
用
に
つ
い
て
の
影
響
力
は
、
注
目
す
べ
き
も
の
が

あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
三
十
六
年
鴎
外
の
使
用
以
降
は
、
そ
の
意
味
で
、
軍
内

部

に
も
、
こ
の
語
に
対
す
る
認
識

・
自
覚
が

一
層
新
た
に
な
っ
た
も
の
、
と
解

さ
れ
る
。
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つ
ぎ
に
、

『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
に
よ
っ
て
、
明
治
三
十
六

・
七
・
八
年

時
代
の

「情
報
」
な
る
語
の
使
用
実
情
を
展
望
し
よ
う
。

例
①

「露
國
第
二
期
撤
兵
不
履
行
」

却

っ
て
鉄
道
沿
線
に
兵
力
集
中

去
る
八
日
を
以
て
期
限

と
す
る
露
国
の
満
洲
に
お
け
る
第

二
期
撤
兵

は
、
昨
日
迄
の
所
に
て
は
、
未
だ
其
實
を
示
さ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
(中

略
)
營
口
に
お
け
る
兵
數
は
從
前
よ
り
も
却

っ
て
増
加
し
た
り
、
(中
略
)

凡
そ

一
週
間
前

の
情
報
に

て
は
、
撤
兵
を
徐
々
と
し
て
行
は
る
べ
き
途

に
在
り
し
な
り
。

(『時
事
新
報
』
明

・
36

・
4

・
11
)

②

「
露
國
の
満
洲
撤
兵
問
題
」

不
履
行
ま
す
ま
す
顯
著

露
國
の
満
洲
撤
兵
に
関
す

る
活
動
は
、

一
再
記
載
す
る
所
な
り
し
が
、

更
に
昨
今
各
方
面
よ
り
達

せ
る
倒
輜
を
み
る
に
、
實
に
左

の
如
き
も
の

な
り
。

一
、
露
國
が
浦
塩
斯
徳
に
於
て
戦
闘
準
備
に
關
す
る
食
糧

の
調
整
を
為

し
た
る
確
か
な
る
事
實

な
り
。

一
、
牛
荘
其
他
に
於
て
カ
ー
ジ
フ
炭

の
買
入
契
約
を
為
し
、
尚
ほ
各
方

面
に
於
て
其
買
占
を
實
行
し
つ
つ
あ
る
事
實
な
り
。

一
、

(略
)

一
、
奉
天
の
駐
兵
に
向
て

一
時
引
き
揚
げ
を
命
令
し
た
る
も
、
之
を
中

止
し
た
る
は
事
實
な
り
。
(以
下
の
項
、
略
)

(『東
京
朝
日
』
36

・
4

・
22
)

③

「函
館
不
安
」

敵
艦
自
在
に
出
没

敵
艦
ノ
行
動
○
函
館
附
近

二
現
ハ
レ
タ
ル
浦
潮
艦
隊

二
關
ス
ル
樹
蚓
欄
ノ

主
要
ナ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ

(海
軍
省
)

六
月
十
八
日
福
山
ヨ
リ
午
前
六
時
大
本
營
著
電
。

浦
潮
艦
隊
三
隻
、
午
前
五
時
二
十
分
小
島
沖

二
運
動
ス
。

六
月
十
八
日
函
館
ヨ
リ
午
前
六
時
二
十
五
分
大
本
營
著
電
。

今
露
艦
ラ
シ
キ
モ
ノ
三
隻
福
山
沖

二
現

ハ
レ
發
砲
セ
リ
ト
、
松
前
郡
江

良
村

ヨ
リ
電
報

ア
リ
。

六
月
十
八
日
陸
奥
龍
飛
崎
ヨ
リ
午
前
八
時
四
十
分
大
本
営
著
電
。

敵
艦
南
航

シ
其
影
ヲ
失
フ
。
(以
下
項
目
、
略
)

敵
艦

ハ
針
路
ヲ
北
西
二
取
リ
其
影
ヲ
失
フ
。
(『官
報
』
37

・
6

・
21
)

④

「旅
順
攻
園
軍
の
作
戦
経
過
」

旅
順
攻
圍
軍
の
作
戦
経
過
大
要
左
の
如
し
。

大
本
營

(前
半
の
記
事
全
文
省
略
)

七
月
五
日

以
上
三
日
間
の
戦
闘
に
於

て

(以
下
、
中
略
)
敵
の
死
傷
に
關
し
て
は

其
詳
細
は
知
る
能
は
ず
と
雖
も
、
諸
種
の
情
報
を
綜
合
す
る
に
、
三
四

百
を
下
ら
ざ
る
が
如
し
、
又
其
兵
力
は
歩
兵
約
十
三
、
四
大
隊
、
砲
少

く
も
廿
四
門
、
内
八
門
は
最
新
連
射
砲
な
り
し
が
如
し
。

(『東
京
朝
日
』
37

・
10

・
10
)

⑤

左
に
同
じ

七
月
二
十
八
日

諸
種
の
情
報
に
依
る
に
廿
六

・
七

・
八
の
三
日
間
の
戦
闘
に
於
て
、
敵

の
死
傷
は
少
く
も

一
千
餘
名
に
し
て
重
砲

二
門
、
連
射
砲
三
門
、
機
關

⑳}07　「



砲
三
門
、
其
他
若
干
の
戦
利
品
あ
り
。

(『東
京
朝
日
』
37

・
10

・
10
)

⑥

「露
艦
廿
七
隻
凵
上
海
沖

に
現
は
る
」

或
筋

へ
も

「露
艦
廿

一
隻

(或
は
廿
七
隻
な
り
と
云
ふ
)
サ
ッ
ト
ル
湾

沖
合
に
見
受
た
る
汽
船
あ
り
と
の
樹
蚓
欄
達
し
た
り
と
、
之
れ
に
就

い
て

マ

ニ

ラ

思
ひ
合
は
す
べ
き
こ
と
こ
そ
あ
れ
、
去
廿
六
日
午
後
馬
尼
刺
よ
り
長
崎

ノ
ル
ウ
エ
　

県
ロ
ノ
津
に
入
港
せ
る
諾

威
オ
ス
カ
セ
コ
ン
ド
號
船
長
は
、

本
船
は
十
九
日
午
前
九
時
パ
タ
ン
海
峡
東
経
百
十
三
度
、
北
緯
二
十

度
の
海
上
に
お
い
て
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
貮
拾
壱
隻
、
假
装
巡
洋
艦
拾
四

隻
、
水
雷
艇
六
隻
に
出
逢

ひ
臨
検
を
受
く
…
…

(以
下
略
)。

(『報
知
新
聞
』
38

・
5

・
28
)

⑦

「未
曽
有

の
大
海
戦
」

「未
曽
有

の
長
海
戦
」

日
本
海
大
海
戦
概

況

未
曽
有

の
大
海
戦
は
未
曽
有

の
長
海
戦
と
な
り
、
今
猶
繼
續
中
な
る

が
如
し
。
其
筋
に
於
て
も
別
項

一
二
を
除
き
て
未
だ
東
郷
司
令
長
官

の

戦
闘
報
告

に
接

せ
ず
と
い
ふ
。
故
に
記
す
る
處
は
府
下
各
所
に
達
し
た

る
情
報
に
就
き
精
確
と
信
ず

べ
き
も
の
を
集
め
て
作
成
し
た
る
な
り
。

(『東
京
朝
日
』
38

・
5

・
30
)

⑧

「
郡
司
大
尉
冂
尚
不
明
)

郡
司
海
軍
大
尉
が
露

國

に
捕
は
れ
た
る
後
令
息
は
露
國
俘
虜
樹
蚓
掴

局
に
宛
て
、

一
書
を
贈
り
た
る
も
、
今
に
至
る
ま
で
何
等

の
回
答
に
接

せ
ざ
る
が
…
…

(略
)

(『東
京
朝
日
』
38

・
7

・
15
)

⑨

「在
露
日
本
俘
虜
」

一
千
六
百
二
十
九
人

開
戦
以
来
我
が
同
胞
の
敵
国
に
俘
虜
と
な
り
し
も
の
に
て
、
露
國
俘

虜
情
報
局
の
通
報
及
び
過
日
来
の
公
報
に
依
り
合
算
す
れ
ば
、
其
總
數

左
の
如
く
な
り
と
云
ふ
。

佐
官
四
人
、
同
相
當
鐵
道
員
三
人

船
員
四
人
、
尉
官
十
三
人

(以
下
略
)(『讀

賣
新
聞
』
38

?
9

・
30
)

『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
に
見
る
限
り
、
以
上
が
筆
者
の
目
に
触
れ
た
す

べ
て
で
あ
る
。
軍
の
用
語
と
し
て
の
性
格
が
確
定
化
し
、

一
般
化
し
、
し
か
も

日
露
戦
争
と
い
う
大
規
模
戦
を
迎
え
、
軍
事
行
動
と
表
現
の
最
も
必
要
な
事
情

下
に
あ
っ
た
と
し
て
は
、
意
外
に
そ
の
例
数
は
、
少
な
過
ぎ
る
。
し
か
し
、
相

対
的
に
は
、
確
か
に
増
加
し
た
。
表
1
に
も
明
か
な
と
お
り
、
明
治
三
十
五
以

ヘ

ヘ

ヘ

へ

降

の

二
倍

近

い
例

で

あ

る

。

さ

ら

に

は

ま

た
、

第

一
節

で
見

た

『萬

朝

報

』

な

ど

の
記

事

で

は
、

「
北

緯

の
情

報

」

(明

37

・
4

・
21
)
、

「
敵

軍

事
倒

報

」

(明

37

・

ヘ

ヘ

ヘ

へ

10

.
1
)
の
よ
う
に
、
見
出
し
語
と
し
て
の
使
用
普
及
例
が
確
認
さ
れ
る
。
使

用
が

一
般
化
し
、
軍
事
用
語
と
し
て
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
グ
的
性
格
を
持

っ
た
と
す

れ
ば
、
三
十
七

・
八
年
代
を
こ
の
語
の
成
立
期
と
認
め
て
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
な
お
用
例
は
、
格
別
の
数

に
な
ら

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

一
つ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
「情
報
」
と
い
う
語
の
持

つ
意
味
内
容
と
の
関
わ
り
に

あ
ろ
う
。
言
葉
の
指
示
す
る
事
柄
そ
の
も
の
が
、
外
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い

事
情
、
特
別
な
る
情
な
ど
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
語
が
社
会
化
し
始
め
た
時
の
軍
事
政
策
の
影
響
が
あ
る
。

明
治
三
十
七
年

一
月
、
実
は
、
新
聞
報
道
を
制
限
す
る
、
こ
ん
な
陸
海
軍
の

省
令
が
発
布
さ
れ
た
。

陸
軍
省
令
第

一
號

㈲一〇6　一
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新
聞
紙
條
例
第
二
十
二
號
二
依
リ
、
當
分
ノ
内
軍
隊
ノ
進
退
、
其
ノ
他
軍

機
軍
略

二
關
ス
ル
事
項
ヲ
新
聞
紙
及
雑
誌

二
記
載

ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ズ
。
但
シ

豫
メ
陸
軍
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ
。

附
則
本
令

ハ
発
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
。

明
治
三
十
七
年

一
月
五
日

陸
軍
大
臣

寺
内
正
毅

海
軍
省
令
第

一
號

新
聞
紙
條
例
第
二
十

二
號
二
依
リ
、
當
分
ノ
内
艦
隊
艦
船
、
軍
隊
ノ
進
退
、

其
ノ
他
軍
機
軍
略
に
関
ス
ル
事

項
ヲ
新
聞
紙
及
雑
誌

二
記
載
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁

ズ
。
但
シ
豫
メ
海
軍
大
臣
ノ
許
可
ヲ
待
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ
。

附
則
本
令

ハ
発
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行

ス
。

明
治
三
十
七
年

一
月
五
日

海
軍
大
臣
男
爵

山
本
權
兵
衛

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陸
海
軍
大
臣

の
許
可
が
な
い
限
り
、
「軍
隊
ノ
進
退
、・軍
機

軍
略

二
関

ス
ル
事
項
」
は

一
切
記
事
掲
載
不
可
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
軍
隊

の
生
き
た
動
静

こ
そ
、
実
は
、
「情
報
」
の
意
味
の
最
大
焦
点
を
な
す
内
容
で
あ

る
。
「
こ
れ
な
く
し
て
何
の
情
報
ぞ
」
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
省
令
が
、リ

ア
ル
で
ホ
ッ
ト
な
軍
事
記
事
を
追
う
記
者
に
に
二
の
足
踏
ま
せ
た
の
は
、
確
か

で
あ
ろ
う
。
生
き
た
軍
隊

の
進
退

を
報
道
し
難
い
と
な
れ
ば
、
そ
の
事
柄
を

包
む
語
形
と
し
て
の

「情
報
」
も
ま
た
、
容
易
に
目
立
ち
得
な
い
も
の
が
あ

っ

た
に
違

い
な
い
。

や

さ
て
、
意
味
用
法
に
目
を
遣
ろ
う
。

ま
ず
第

一
に
、
「情
報
」
内
容
の
連
絡
網

で
あ
る
。
軍
事
機
密
、
特
別
事
情
と

直
結
の
性
格
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
発
信
源
は
あ
い
ま
い
の
感
が
深

い
。

「各
方
面
の
情
報
」

(例
②
)、
「諸
種
の
情
報
」
(例
④

・
⑤
)
な
ど
と
あ
る
と

お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
送
信
の
担

い
手
、
運
び
手
も
、
必
ず
し
も
、
シ
ス
テ
ム

ノ
ル
ウ

エ
セ

に
乗
る
形
を
な
し
て
い
な
い
。
例
⑥
の
「長
崎
県
ロ
ノ
津
に
入
港
せ
る
諾

威

汽

船
オ
ス
カ
ン
ド
号
船
長
は
…
…
」
の
記
事
は
、
は
か
ら
ず
も
、
外
国
汽
船
の
船

長
が
も
た
ら
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
は
、
定
め
ら
れ
た
連
絡
シ
ス
テ

ム
は
、
明
確
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

第
二
に
、
「情
報
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
。

こ
の
語
の
指
示
の
方
向
が
、
敵
軍
に
関
わ
る
と
い
う
の
は
、
も
は
や
確
か
で

あ
ろ
う
。
①

・②
は

「
露
兵
の
満
州
撤
兵
」、
③
は

「浦
塩
船
隊
の
函
館
付
近
出

没
」
、
④

・
⑤
は

「旅
順
の
戦
い
に
お
け
る
敵
の
死
傷
数
、
兵
力
」
、
⑥
は

「露へ

艦
上
海
沖
に
出
没
」、
⑧
・⑨
は
敵
兵
側
が

「
こ
ち
ら
を
敵
と
し
て
探
究
す
る
情

報
局
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
敵
側
に
直
結
す
る
記
事
で
あ
る
。
例
⑦
は
、
大

海
戦
全
体

の
経
過
報
告
に
準
ず
る
も
の
で
、
敵
軍
関
係
の
報
道
で
は
な
い
。
し

か
し
、
挙
例
文

に
続
い
て

「我
哨
艦
が
濟
州
島
沖
に
於
て
敵
艦
隊
の
来
る
を
發

見
し
た
る
は
、
再
昨
午
前
六
時
に
し
て
、
敵
艦
隊
が
對
馬
海
峡
東
水
道
に
か

・

り
来
し
は
午
前
十
時
四
十
分
の
頃
、
此
時
濃
霧
あ
り
、
爲
め
に
敵
艦
隊
の
隻
数

を
審
視
打
算
す
る
に
由
な
し
、
而
も
大
約
廿
五
隻
乃
至
世
隻
よ
り
な
れ
る
敵

の

太
平
洋
第

二
、
第
三
両
艦
隊
を
併
せ
た
る
兵
力
全
體
な
り
と
始
め
よ
り
し
て

…
…
戦
艦
隊
は
霧

の
は
る
る
を
待

つ
と
共
に
、
敵
が
水
路
を
通
過
す
る
を
待
ち

…
…

(略
)」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
此
我
の
交
戦
経
過
の
中
で
の
内
容
は
、
結

局
敵
事
情
を
中
心
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

敵
事
情
と
は
、

一
体
何
を
示
す
の
か
。
敵
事
情
は
、
敵
の
リ
ア
ル
な
様
子
そ

の
も
の
で
あ
る
。
「浦
潮
艦
隊
三
隻
、
午
前
二
時
二
十
分
、
小
島
沖
運
動
ス
」
と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
う

よ

う

、

何

が
、

い

つ
、

ど

こ

へ
、

ど

ん

な

様

子

で
、

ど
う

し

た
、

そ

し

て
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ど

う

し

て

い
る

、

さ

ら

に

ど
う

な

る
気

配

、

と

い

っ
た

状

況

で
あ

る
。

情

報

は

、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

少
な
く
と
も
明
治
の
こ
の
時
代

に
あ

っ
て
は
、
そ
う
し
た
、
生
き
た
敵
の
動
き

つ
ぶ
さ

そ

の
も

の
を

具

に
知

ら

せ

る

こ

と

と

解

さ

れ

る

。

生

き

た

、

敵

の
動

き

の
そ

の
ま

ま

の
知

ら

せ

は
、

事

と
次

第

に
よ

っ
て

は
、

直

ち

に

こ

ち

ら

の
適

切

な

動

き

を

必

要

と

す

る
。

こ

こ
ま

で
考

え

る

な

ら

、

つ
ま

り

、

「情

報

」
の
意

味

す

る

と

こ

ろ

は

、

こ
ち

ら

が
迅

速

的

確

な

対

応

、

動

き

を

要

す

る

、

刻

々
と
変

化

す

る

敵

の
生

々
し

い

動

き

そ

の
も

の

の
知

ら

せ

に
他

な

ら

な

い
と

い
う

こ
と

に

な

る

。

そ

こ

に

は

、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

よ
り
適
切
な
判
断
、
そ
し
て
よ
り
真

な
る
選
択
、
さ
ら
に
有
効
な
利
用
と
い
う

こ
と
が
、
関
係
す
る
。
い
わ
ば
、
「問
題
解
決
と
い
う
特
定
の
状
況
に
置
か
れ
た

通
報

の
受
手
に
と
っ
て
、
は
た
し

て
そ
れ
が
問
題
解
決
に
役
立

つ
の
か
ど
う
か

の
価
値
評
価
」
『経
営
実
務
大
百
科
辞
典
第
2
巻
』
の
問
題
で
あ
る
。

と
思
え
ば
、
「
問
題
解
決
に
役
立

つ
か
ど
う
か
」
の
真
の
カ
ギ
と
し
て
、
本
来

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「情
」
な
る
語

の
持
つ
、
漢
語
の

「事
実
、
実
相
」
(
『広
漢
和
辞
典
』
)
と
い
う

本
意
も
、
納
得
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

五

「情
報
」、
定
着

へ
の
道

(
そ
の

二
)

前
節

で
、
「情
報
」
の
、

い
わ
ば
文
章
内
で
の
意
味
を
見
た
。

つ
い
で
、、
さ
ら

に
細
か
な
視
点
よ
り
、
文
節
単
位

の
用
法
に
注
目
し
よ
う
。

「情
報
」
の
文
節
連
合
を
先

の
例

に
見
る
と
、
以
下
の
形
を
認
め
る
。

○

情
報

に
て
は
…
…

○

情
報
を
見
る
に
…
…

○

情
報

ノ
主
旨
ナ
ル
モ
ノ
…
…

○

情
報
を
総
合
す
る
に
…
…

○

諸
類
の
情
報
に
依
る
に
…
…

○

情
報
達
し
た
り
…
…

ヘ

ヘ

ヘ

へ

結
局
、
こ
れ
ら
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
意
義
あ
る
情
報

に
よ
れ
ば
か
、
あ
る
い

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
、
多
く
の
も
の
か
ち
意
義
あ
る
情
報
を
判
断
選
択
す
れ
ば
か
、
い
ず
れ
か
の

形
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「情
報
」な
る
語
の
文
節
構
成
の
形
も
、
次
第
に
定
着
し

つ
つ
あ
る
か
の
趣
を
知
ら
さ
れ
る
。

果
た
し
て
、
「情
報
」
は
、
ど
ん
な
文
節
形
態
を
な
し
て
い
っ
た
の
か
。
次
に
、

同
じ
く
明
治
三
十
七
年
代

の

『萬
朝
報
』
の
記
事
を
、
さ
ら
に
い
さ
さ
か
参
照

し
た
い
。
三
十
七
年
四
月
～
六
月
、
三
十
八
年

一
月
～
三
月
の
同
紙
記
事
を
展

望
す
れ
ば
、
左

の
実
情
が
示
さ
れ
る
。

表II「 萬朝報」明治37、8年 の 「情報」用例

年
月

語

の

用

法

例

掲

載
年

月

日

銅
　
娟年37治明

情報

に
よ
れ
ば
…
…「北韓の情報」「第一軍情報」「露兵傘下情報」情報に曰く諸情報を綜合して曰

く情報に達せず

37
・

4
.

27°4°10027°5°700り自ワ置00●霞り039自37・6・197783.6.2

胡
　
瑚年38治明

羅鉱

「満

洲
軍情

報」「敵軍の情報」

38
・

1
・

2100401⊥●000乙38・2・148003・3・2843.3・280」●00●り00438・2・1338・2・14

※表中 「 」内は、同紙37、8年 記事 中の見 出

し語を意味する。

 

何

と

表

の
語

る

と

こ
ろ

は

、
明
白

で

は

な

い

か
。

す

な

わ

ち
、

一
つ
は

「
北

韓

情

報

」
、

「
第

一
軍

情

報

」
、

「
敵

軍

情

報

」

の
よ

う

に
用

い
た
見

出

し
語

の
形

、

名

詞

合

成

語

形

、

一
つ
は

ま

た
、

「
情

報

に

よ

れ
ば

」
、

「
情

報

に

曰
く

」
の
よ

う

な

「
～

に
よ

れ

ば

」

形

に
、

二
分

さ

れ

た

実

態

で
あ

る
。

名

詞

合

成

語

の
形

も

、
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「
よ
れ
ば
」

の
形
も
、
い
ず
れ
も
今
日
の
代
表
的
用
法
で
あ
る
。
特
に

「軍
事

情
報
」
式
の
合
成
形
表
現
は
、
現
代
に
お
け
る
、
「情
報
」
な
る
語

の
最
も
使
い

や
す
い
語
例
と
な

っ
て
い
る
。
先

の
最
上
論
文
で
は
、
こ
の
種
の
語
例
が
、
二

百
四
十

一
の
多
き
に
上
る
。

こ
う
し
て
見
れ
ば
、
明
治
三
十
七

・八
年
代
に
お
い
て
、
特
に
三
十
八
年
に
あ
っ

て
は
(「表
n
の
示
す
と
こ
ろ
で
、
三
十
入
年
の
用
例
増
が
認
め
ら
れ
る
)、
語
の

使
用
定
着

の
基
礎
形
成
を
見
た
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
ま
で
を
定
着

の
基
礎
と
見
る
な
ら
、
定
着
安
定
、
確
立
の
模
様
は
、
次
の

時
代

へ
と
移

っ
て
行
く
。

つ
ぎ
に
、
大
正
期

に
お
け
る

一
傾
向
を
概
観
す
る
。
ま
ず
軍
事
関
連
の
流

れ
か
ら
、
世
界
大
戦
周
辺
と
し
て
大

正
七
年
の
記
事
を
参
照
す
る
(大
正
三
～
六

年

こ
そ
直
接
戦
争
に
係
わ
り
の
深

さ
を
持

つ
が
、
手
元
に
該
当
年
代
記
事
の
な

い
ま
ま
割
愛
す
る
)。

『新
聞
集
録
大
正
史
大
正
七
年
』
(大
正
出
版
)
に
よ
れ
ば
、
「情
報
」
な
る

語
の
使
用
の
様
は
、
以
下
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。

例
①

内
田
駐
露
大
使
が
引
揚
げ
、
浦
塩
埠
頭
が
過
激
派
に
占
領
さ
れ
在
留

日
本
商
館
の
倉
庫
が
脅
か
さ
れ
る
に
至

っ
て
、
我
国
で
は
宇
品
港
が
俄

に
活
気
を
戻
し
つ
つ
あ
る
と
の
情
報
は
北
濱
市
場
に
崇
る
こ
と
夥
し
く

(『大
阪
毎
日
』
大

・
7

・
2

・
26
)

②

「陸
戦
隊
浦
潮
に
上
陸
し
て

邦
人
を
保
護
す
」

揚
陸
し
た
日
本
陸
戦
隊

の
數
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
艦
よ
り
二
隊
と

な
り
て
浦
塩
に
上
陸
し
、

一
隊
は
領
事
館
保
護
に

一
隊
は
居
留
民
保
護

に
任
じ
…
…

(略
)

但
し
停
車
場
附
近
に
は
過
激
派
が
興
奮
し
て
徘
徊
し
て
居
る
と
い
ふ

情
報
も
来
て
居
る
位
で
あ

っ
て
…
…

(略
)

(『東
京
朝
日
』
大

・
7

・
4

・
7
)

③

「債
券
の
月
賦
販
賣
が
禁
止
さ
れ
た
」

警
視
廰
に
て
は
近
来
債
券
月
賦
販
賣
盛
ん
に
行
は
れ
、」
一
般
の
…
…

悪
影
響
恐
る
可
き
も
の
あ
る
處
よ
り
…
…

(中
略
)
昨
日
の
限
り
是
等

月
賦
販
賣
業
者
に
對
し
斷
然
禁
止
さ
れ
、
即
日
七
十
餘
名
の
同
業
者
を

保
安
部
に
召
喚
し
…
…
(中
略
)
、
月
賦
販
賣
し
來
れ
る
も
の
に
對
し
て

直
ち
に
整
理
し
た
る
上
、
…
…

(略
)
全
兵
に
向
か
っ
て
設
け
ら
れ
た

る
無
數
の
出
張
店
及
代
理
店

へ
は
直
ち
に
情
報
を
發
し
て
営
業
差
し
止

め
の
通
知
を
な
さ
し
む
る
通
知
…
…

(以
下
略
)

(『国
民
新
聞
』
大

・
7

・
6

・
8
)

④

「獨
艦
船
出
没
説
」

南
洋
方
面
に
獨
逸
巡
洋
艦
出
没
し
某
所
に
て
石
炭
を
補
給
せ
し
形
跡

あ
り
と
の
情
報
某
所
に
達
せ
り
と
傳
ふ
(『東
京
日
日
』
大

・
7

・
6

・
21
)

⑤

「京
都
市

全
混
亂

各
町
に
米
屋
襲
撃
勃
發
」

斯
く
て
群
衆
は
鬨
の
聲
を
舉
げ
て
西
方
に
向
ひ
た
り
。
更
に

一
方
柳

原
町
民
二
百
餘
名
は
三
條
橋
本
町
民
を
誘
ひ
出
し
三
條
大
橋
西
に
進
出

せ
ん
と
の
情
報
あ
り
た
る
よ
り
、
午
後
八
時
よ
り
五
條
署
長
は
三
條
橋

畔
に
陣
取
て
…
…

(略
)

(『東
京
朝
日
』
大

・
7

・
8

・
13
)

⑥

「
日
本
軍
の
北
満
出
動

日
支
軍
協
定
の
活
用

當
局
者
談
」

北
滿
洲
に
對
す
る
帝
国
軍
隊
の
移
動
は
単
な
る
邊
境
防
備
に
止
ま
り
、
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所
謂
西
伯
利
出
兵
と
は
全
然
別
個

の
も
の
な
り
。

北
滿
の
邊
境
が
真
に
兵
力
防
備
を
必
然
と
す
る
状
態
な
る
や
否
や
は

・…
..輕
率

に
判
断
す
る
を
得
ず
。
(中
略
)

新
聞
に
傳
わ
れ
る
劉

も
世
間
其
全
部
を
信
用
せ
ざ
る
時
に
於
て
殊

に
然
り
。

(『報
知
新
聞
』
大

・
7

・
8

・
14
)

⑦

「獨
帝

の
後
釜

へ
數

へ
歳
十
三
の
皇
孫
」

最
近
の
情
報
に
よ
る
と
独
逸
軍
の
士
気
は
極
度
に
弛
緩
し
て
将
卒
最

早
戦
意

な
く
…
…

(略
)

國
内

に
平
和

の
欲
求

の
聲
高

ま
り
…
…

カ
イ
ぜ
ル

(略
)、
獨
帝
此
際
速
か
に
退
位
し
皇
孫
ウ
ヰ

ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー
ド
リ

ッ
ヒ
…
…

(略
)

(『東
京
朝
日
』
大

・
7

・
10

・
19
)

⑧

「伯
林
は
恐
怖
時
代
」

其
筋
着
情
報

に
依
れ
ば
獨
逸
兵
内
に
は
革
命
思
想
勃
發
し
、
…
…

(略
)
伯
林

に
は
労
兵
曾
組
織
せ
ら
れ
た
り
と
の
情
報
さ
へ
傳

へ
ら
る
。

(
『萬
朝
報
』
大

・
7

・
11

・
7
)

⑨

「
シ
ベ
リ
ア
か
ら

大
量
撤
兵
決
定
」

然
れ
ど
も
之
が
為
め
極
東
露
領
及
び
北
滿
に
出
動
せ
し
め
た
る
兵
力
は

數
次
聲
明
せ
る
が
如
く
固

よ
り
必
要
と
認
む
る
最
小
限
度
に
し
て
諸
倒

報

に
基
く
敵
の
實
力
よ
り
打
算
し
、
先
づ
沿
海
洲
方
面
の

一
兵
團
を
進

め
…
…

(略
)

(
『東
京
朝
日
』
大

・
7

・
12

・
28
)

右
例
に
よ
れ
ば
、
意
味
は
敵
方
、
相
手
方
の
事
情
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

使
用
場
面
の
幅
は
広
が

っ
た
の
で
は
と
い
う
こ
と
を
、
先
ず
知
ら
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
例
①
は
、
大
阪
北
浜
の
株
式
場
面
、
③
は
債
券
取
引
の
場
、
そ
し
て

⑤
は
、
米
騒
動
の
場
と
い
っ
た
用
法
で
あ
る
。
場
面
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
畢

事
の
中
味
を
離
れ
る
。
こ
こ
に
、
明
治

の
あ
の
戦
役
を
め
ぐ
る
時
代
に
あ

っ
た

用
法
と
、

一
味
違

っ
て
来
た
か
の
趣
を
感
じ
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
語

の
文
節
構
成

の
形
を
見
る
。
す
で
に
常
用
さ
れ
た

「情
報

に
よ
る
、
情
報
に
基
く
」
が
、
例
⑦

・⑧

・
⑨
に
ま
ず
見
え
る
。
他

に

「～
と

の
(と

い
ふ
)
、
情
報
は

(も
)
…
…
」
式

の
形
が
例
①

・
②

・
③

・
④

・
⑤

・

⑥
に
示
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
⑦

・
⑧

・
⑨
を
既
成
の
土
台
と
し
て
そ
こ

へ
、
①

.
②

.
④

・
⑤

・
⑥

の
示
す
新
た
な
形

「～
と
の
情
報
」
が
加
わ
っ
た

意
と
解
さ
れ
る
。
正
に
、
文
節
構
成
の
形
か
ら
し
て
も
、
そ
の
存
在
は
、
明
ら

か
な
拡
充
を
見
せ
た
こ
と
に
な
る
。

し
て
見
る
と
、
こ
の
大
正
期
を
境
と
し
て
、
こ
の
語

の

一
段
の
成
長
を
感
じ

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
う
し
て
、
大
正
初
期
の
第

一
次
、
さ
ら
に
十
三

年

切
聯

二
次
護
憲
運
動
を
バ

ッ
ク
に
展
開
し
た
、
い
わ
ゆ
る
大
正
デ

モ
ク

ラ
シ
ー
潮
流
の
下
に
育

っ
た
政
治
運
動
、
(普
選
運
動
な
ど
)、
労
働
運
動

(大

正
九
年
、
初
め
て
の
メ
ー
デ
ー
)、
婦
人
運
動

(参
政
権
運
動
)
、
文
化
運
動

(新

理
想
主
義
文
学

・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
)
を
通
し
て
多
く
の
人
々
の
集
団

交
流

.
活
動
の
活
発
化
と
と
も
に
、
新
知
識

・
情
報

の
必
要
度
は
始
ま
り
、
「情

報
」
な
る
語
も

一
般
化

・
普
及
の
勢

い
を
見
せ
る
に
至

っ
た
。

そ
の
使
用
場
面
の
広
が
り
、
文
節
お
よ
び
文
構
成
の
形
の
種
類
増
加
な
ど
か

ヘ

へ

ら
し
て
、
大
正
期
こ
そ
、
「情
報
」
な
る
語
の
確
立
の
時
と
言
え
よ
う
。

念
の
為
、
大
正
末
期
の
用
例
を
、
あ
の
大
震
災
時
の
十
二
年
に
と
っ
て
参
照

し
よ
う
。
『新
聞
集
録
大
正
史
十
二
年
』
を
見
れ
ば
、
こ
の
語
の
文
節
構
成
の
形

と
し
て
、
つ
ぎ
の
例
を
認
め
る
。
表
m
を
参
考
に
し
た
い
。
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表m大 正12年 「新聞集録大正史」に見る 「情報」の用例一覧

※新聞名わき数字は記事の月日

「情

報」

を

用
い
た
文

節
・

合
成
語
の
形

関
連
主
題

掲載

新聞

名

例
数

l

l

(
露
国
入
り
を
伝
へ

る)

情報

あ
る
も
…

共
産
党
の
リ
ーダ

ー
佐野学の行方

萬朝

報7・18

1

情報

に
接
し

東
海
道
沼
津
駅付

近
の地震被害

大阪

毎
日号外9・
1

1

(
達
し
た)

(諸

)

1

(
到
達
し
た)

情報

に

よ
る
と
…
…
(̀来た)

沼
津
方
面
の家

屋
多
数倒壊の様子

福
岡
日
日9・2ほ
か

5

(
二

日
朝
着)

情報

に

よ
れ
ば
…・(～に達せる)

宮
城
(
皇
居)

の
一

部焼失事実

小樽

新聞号外9
・

3ほか

3

1麗卿冖情報が蠣

交
通
通
信
杜絶

の
京
浜方面の様子

山
梨
日
9々・4ほ
か

2

(

報ぜ

ら
れ
る)

・
ス
ル情報は……ダ(～の)

露
国
レ

ー
ニ
ン

号
・日本への航行の様

子

読
賣
新
聞9・15ほ
か

2

(

知
る、

見
る)(～の)情報を……スル

大
杉
栄
ら
社
会
主
義者の活動

東
京
朝
日12・9ほ
か

2

高崎

情報

響

秋

田

魁9●7ー

1

情報

局

董

東
京
朝
日12・9

1

例
を

一
見
し
て
、
そ

の
使
用

の
幅
が
、
意
味
用
法
的
に
も
機
能
的
に
も
、

ま
す
ま
す
の
広
が
り
を
見
せ
た
こ
と
を
、
十
分
知
ら
さ
れ
る
。

第

一
に
注
目
で
き
る
の
は
、
関
連

の
内
容

・
題
材
が
軍
事
そ
の
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
情
報

の
題
材
は
、
「露
国

レ
ー
ニ

ン
号
」
の

一
つ
を
除
き
、
あ
と
は
震
災
災
害
の
模
様
と
社
会
主
義
活
動
家

の
動

静
と
で
あ
る
。
す
べ
て
、
軍
事
と
は
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
事
態
、
危
機

の
事
態
、
異
変
事
態
、
迅
速
処
置

・
対
応
を
必
要
と
す
る
事
態
と
関
わ
る
点
で

は
、
こ
れ
が
意
味
す
る
中
心
の
事
柄
は
、
軍
事
の
場
合
と
近
似
す
る
。
軍
事
で

あ
ろ
う
と
、
そ
の
他
で
あ
ろ
う
と
、
相
手
事
態
の
変
化
の
生
き
た
知
ら
せ

・
知

識
と
い
う
点
で
、
「情
報
」
の
意
の
基
本
は
同
じ
と
、
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
語

の
使
用
場
面
、
世
界
は
、

い
よ

い
よ
正
に
拡
大
し
た
。
こ
こ
で

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
使
用
は
、
災
害
情
報
と
し
て
で
あ
る
。
災
害
は
生
活
に
直
接
係
わ
り
、そ
れ
は
、

い
わ
ば
生
活
的
世
界
の
情
報
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
期
に
お
い
て
「情
報
」

な
る
語
は
、
す
で
に
明
治
期
に
形
を
成
し
た
軍
事
語
と
し
て
の
意
味
領
域

に
新

た
に
付
加
す
る
も
の
を
、
暗
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

い
や
、
本
来
そ
の
意
義

の

基
盤
に
あ

っ
た
も
の
が
、
こ
こ
で
引
き
出
さ
れ
、
芽
生
え
始
め
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
を
意
味
の

一
般
化
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
今
日
の
語

の
使
用
に
向

け
て
の
予
兆
を
見
る
。

第
二
に
留
意
し
た
い
の
は
、
「情
報
」
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
文
節
形
成
で
あ

る
。
先

の
大
正
七
年
の
例
に
比
べ
、
さ
ら
に

一
回
り
文
節

の
型

・
種
類
を
増
大

し
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
「情
報
に
よ
れ
ば
・よ
る
と
」
の
形
が
増
加
定
着

し
て
い
る
の
は
、
前
詩
代
の
継
承
・発
展
と
見
な
さ
れ
る
。
問
題
は
、
「は
・を
・

が
」
な
ど
助
詞
と
連
合
に
よ
る
形
の
進
出

・
躍
進
ぶ
り
で
あ
る
。
「
は

・
が
」

は
、
主
語
格

で
あ
り
、
「
を
」
は
目
的
の
格
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
ま
た
な
い
。

何
と
言

っ
て
も
、
主
語
文
節
を
形
成
し
て
の
使
用
は
、
語
の
重
み
と
利
用
の
広

さ
を
示
す
。
「情
報
が

(は
)
、」
の
後
に
は
、
そ
れ
こ
そ
統
語
形
成
と
し
て
流
れ

る

・
広
ま
る

・
も
れ
る

・
集
ま
る

・
示
さ
れ
る

・
得
ら
れ
る

・
交
換
さ
れ
る

・

多
い
・
少
な
い
…
…
な
ど
な
ど
、
多
く
の
用
言

・
述
語
が
用
意
さ
れ
る
。
文
構

成
の
形
が
豊
富
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
語
の
使
用
頻
度
は
高

ま
る
。
こ
う
し
て
、
「情
報
」
な
る
語
の
使
用
可
能
の
機
会
も

一
層
広
が

っ
て
行
く
。

実
は
、
大
正
十
年
八
月
に

「外
務
省
情
報
部
」
の
出
現
し
た
こ
と
も
併
せ
考
え

⑫①一〇1　一



れ
ば
、
こ
の
語
が
少
な
く
も
大
正
後
半
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど

一
般
化
の
向
き

を
た
ど
り
つ
つ
あ

っ
た
か
、
想
像

に
難
く
は
な

い
。
大
正
時
代
、
特
に
そ
の
後

期
、
そ
れ
は
、
こ
の
語
の
い
わ
ば
確
立
の
時
代
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
に
向
か
っ
て

「船
頭
多
く
し
て
船
、
山
に
…
…
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
上
来
述

べ
来

っ
た

と
こ
ろ
は
、
言
多
く
し
て
論
壁
に
当
た
る
、
の
感
が
し
な
い
で
も
な
い
。

や
は
り
、
「情
報
」
な
る
語

の
正
体
は
謎
が
多
い
と
、
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

発
生

.
成
立

.
確
立

・
そ
し
て
熟
成

・
展
開
と
区
切
る
な
ら
、
こ
の
語
の
そ
れ

は
、
明
治
二
十
年
代
後
半
、
三
十
年
代
半
ば
、
大
正
年
代
後
半
、
さ
ら
に
昭
和

前
半
そ
し
て
後
半

の
今
日
と
、
定
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
出
自
と
な
る

と
、
果
た
し
て
軍
の
内
部
か
報
道
世
界
か
、
い
ず
れ
が
元
か
は

っ
き
り
し
な

い
。

兵
語
を
出
自
と
見
る
な
ら
西
欧
近
代
戦
に
学
ぶ
軍
関
係
者
周
辺
の
翻
訳
か
と
推

定
さ
れ
よ
う
し
、
報
道
用
語
を
出

発
と
す
る
な
ら
、
必
ず
し
も
翻
訳
と
は
限
ら

ず
、
先
行
類
義
語
の
影
響
に
よ
る
、
自
然

に
近
い
形
で
の
造
成
と
さ
れ
よ
う
。

ヘ

へ

あ
え
て
私
見
に
よ
れ
ば
、
報
道
界

が
ま
ず
使
用
、
軍
が
、
そ
れ
を

「報
知
」
に

代
わ
る
訳
語
と
し
て
利
用
し
た
か
、
そ
ん
な
図
が
仮
定
で
き
る
。

初
め
は
、
「あ
る
状
況
、
事
情
の
あ
り
の
ま
ま
の
知
ら
せ
」
と
い
っ
た

一
般
的

意
味
も
帯
び
て
い
た
も
の
を
、
鴎
外
が
兵
語
と
し
て
の
意
義
輪
郭
を
明
確
に
打

ち
出
し
た
こ
と
は
、
否
定
出
来
ま

い
。
軍
用
語

・
敵
兵
に
関
す
る
意
味
合
い
の

語
と
し
て
の
特
色
強
化
に
従

っ
て
、
や
が
て
そ
れ
は
機
密
用
の
性
格
を
色
濃
く

帯
び
て
行

っ
た
に
違
い
な
い
。
機
密
内
容
に
関
係
深

い
語
と
な
れ
ば
、
結
局
謎

の
部
分
を
捨
て
切
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

大
正
期
を
迎
え
て
、
そ
の
意
味

用
法
が
、

一
つ
動
く
。
鴎
外
以
降

の

「敵
軍

事
情

の
知
ら
せ
」

と
い
う
兵
語
と
し
て
の
用
法
を
そ
の
ま
ま
に
し
な
が
ら
、
新

た
な
柱
と
し
て
、
軍
事
場
面
以
外
の
用
法
が
加
わ

っ
た
。
い
や
、
元
来
あ

っ
た

一
般
意
味

・
用
法
が
、
改
め
て
前
面

へ
出
て
軍
事
的
用
法
に
並
列
し
た
と
、
言

う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
社
会
、

新
し
い
大
衆
時
代
の
中
で
、
「情
報
」な
る
語
も
、
次
第
に
多
く
の
人
の
身
近
な

も
の
と
し
て
育

つ
の
で
あ
る
。

昭
和
を
迎
え
る
。
そ
う
し
た
前
代
の
勢
い
か
ら
す
れ
ば
、
昭
和
前
期
の
こ
の

語
の
成
長

・
展
開
は
、
当
然
今
日
に
連
な
る
め
ざ
ま
し
い
姿
を
、
予
想
す
る
。

し
か
し
、
昭
和
十

一
年
七
月
公
布
の
、
内
閣
設
置

「情
報
委
員
会
」
の
出
現
を

始
め
と
し
、
語
は
、
軍
事
政
治
の
運
営

・
活
動
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
に
な

る
。
国
家
の
軍
政
方
針
、
軍
の
指
示
、
軍
の
運
用
に
基
づ
く
、
い
わ
ば
政
策
用

語
と
化
し
て
行
く
。
か
つ
て
の
兵
語
と
し
て
の
中
心
性
格
を
、
さ
ら
に
新
た
な

形

・
公
式
用
語
の
形
で
増
幅
し
た
。

一
般
的
意
味
か
ら
軍
事
的
意
味
の
強
化

・
推
進
、
そ
し
て
新
た
に

一
般
的
意

味
確
認
・強
化
、
さ
ら
に
再
び
軍
事
的
意
味
用
法
の
拡
充
と
、
「情
報
」
は
、
両

様
の
義
の
競
合
の
中
を
動
く
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、
星
の
数
ほ
ど
広
が
る
今
日

の

「情
報
」
の
幅
広
さ
が
、
や
が
て
用
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
展
望
し
て
来
る
と
、
な
お
、
語
の
検
討
に
つ
い
て
今
後
の
課

題
は
、
少
な
く
な
い
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の

一

明
治
前
期

の
翻
訳
文
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
随
筆
、
評
論
な
ど
を

さ
ら
に
参
照
、
使
用
の
初
見
を
、
二
十
年
代
前
半
さ
ら
に
十
年
代
後
半
と
さ
か

の
ぼ
り
得
な
い
か
。

そ
の
二

少
な
く
と
も
、
明
治
十
年
代
後
半
の
軍
内
部
資
料
を
検
索
し
、
語

が
軍
部
の
出
自
か
ど
う
か
を
確
か
め
得
な
い
か
。

そ
の
三

鴎
外
全
作
の
よ
り
精
密
な
調
査
を
基
に
、鴎
外
新
訳
か
ど
う
か
確
定

し
得
な
い
か
。

⑳一〇〇　「
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そ
の
四

昭
和
前
期
、
第
二
次
大
戦
異
常
体
制

の
下
で
、
こ
の
語
の
民
間
使

用
の
状
況
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
の
五

二
次
大
戦
敗
戦
後
、
新
憲
法
、
民
主
国
家
の
下
で
、
語
は
、

一
体

ど
う
使
わ
れ
始
め
た
か
。
果
た
し
て
、
今
の

「情
報
」
の
出
発
は
、
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。

注(1
)

N
H
K

『放
送
研
究
と
調
査
』
(嬲
/
1
)
所
収

の
同
氏
論
文

「
『情
報
』
と
い

う

こ
と
ば
」
に
よ
る
。

(2
)

『
こ
と
ば
の
重
み
』

(小
島
憲
之
、
新
潮
社
)
に
よ
れ
ば
、
四
十
三

ぺ
ー
ジ
に

つ

ぎ

の
記
事
が
あ
る
。

(※
傍
点

は
筆
者
)

一
般
の
社
会
人
、
民
間
人
た
ち
を

「地
方
人
」
と
呼

ぶ
の
が
常
だ

っ
た
軍
隊
用
語

の
威
圧
と
お
ご
り
の
構
造

の
な
か
に
、
到
底

つ
い
て
行
か
れ
ぬ
思
い
だ

っ
た
。
わ

せ
ん
め
ん

め
ん
せ
ん

た
し
は
、
入
隊
後
間
も
な

い
こ
ろ
、
顔
を
洗
う

べ
き

「
洗
面
所
」
な
ら
ぬ

「
面
洗

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

所
」
の
物
か
げ

に
ひ
そ
ん
で
、

こ
う
し
た
軍
隊
用
語

の
造
語
者
の
有
力
な

一
人
で

あ

っ
た
か
と
い
う
軍
医
森
鴎
外
を
ど
ん
な
に
恨
ん
だ
こ
と
か
。

(3
)

『
現
代
思
想
』

(Hり
。。
①
<
o
】」
劇
』
)
特
集

「
情
報

と
し
て
の
世
界
」

の

「
A
I

と
心
理
学
研
究
の
戦
略
」
中

に
、
「
情
報
」
の
意
味

に
つ
き
、

つ
ぎ

の
解
説
記
事
が
あ

り
、
「記
号
が
描
写
し
て
い
る
も
の
だ
け
」

の
意
が
、
注
目
さ
れ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

情
報

の
…
…
意
味
は
い
わ
ば
統
語
論
的

に
ニ
ュ
ー
ラ
ル
で
す
。

つ
ま
り
記
号

の
形

態
や
構
造
は
ま

っ
た
く
問
題

に
な
ら
な
く
て
、
た
だ
記
号

が
描
写
し
て
い
る
も
の

だ
け
が
問
題
な

の
で
す

(※
1

は
筆
者

)。

(4
)

加
藤
秀
俊

『情
報
行
動
』
(中
公
新
書
」
四

一
ペ
ー
ジ
。
同
氏

に
よ
る
こ
の
広
義

的
表
現
は
、
『情
報
環
境

か
ら
の
挑
戦
』
(同
氏
編
、
東
洋
経

済
新
聞

社

)

の
既
述

ヘ

へ

の
考
え
に
基
づ
く
。
な
お
、
梅
棹
忠
夫
は
、
こ
れ
に
類
似
の
広
義

の
考
え
方
を
、
「人

間
の
聴
覚
器
官
が
と
ら
え
た
も
の
は
す

べ
て
情
報
」

(『情
報

の
文
明
学
』
中
央
公
論

社
)
と
言

っ
て
い
る
。

(5
)

(1
)
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
同
辞
典
に
、
「
『ジ

ョ
ー
ホ
ー
』
事
情

の
知
ら
せ
。
外

務
省
官
制

『情
報
に
関
す
る
事
務
を
掌
ら
し
む
る
為
外
務
省

に
情
報
部
を
置
く
』
」
と

あ
る
、
と
言
う
。

(6
)

『言
語
主
語
』
(昭
和
三
十
四
年
十
二
月
号
)
所
収
。

(7
)

同
書
に
次

の
二
例
。

○

丁
度
軍
隊

の
指
導
官
が
部
下

の
大
勢

ゐ
る
前

で
豫
期
し
て
ゐ
な

い
情
報
を
得

た
時
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

o

「あ
な
た
あ
れ
切
り
手
紙
を
下
さ
ら
な
か

っ
た
の
ね

随
分
だ
わ
」
こ
の
詞
に

は
第
二
の
情
報
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
あ
れ
切
り
の

「あ
れ
」
と
い
ふ
語
が
そ
れ

で
あ
る
。
あ
れ
は
、
あ
る
積
極
的
な
出
来
事
を
指
示
し
て
ゐ
る
。
併
し
そ

の
出

来
事
は
、
佐
藤
の
為

に
未
知
数
で
あ
る
。

(8
)

『
二
葉
亭

四
迷
全
集
』
第
十
巻

(岩
波
書
店
)
に
次
の
例
。

亜
細
亜

二
於
テ
政
治
上
尤

モ
重
要

ノ
地
方
少
ナ
カ
ラ
ズ
、
而
シ
テ
此
等

ノ
地
方

ヨ
リ
剿

ヲ
我

二
齎

シ
来

ル
者

ハ
、
偶
々
派
遣
セ
ラ
レ
タ
ル
将
校

ト
学
術
遠
征
隊

ト

ニ
過
キ
ズ

他

に
、
明
治
三
十
六
年
日
記

(前
出

『全
集
』
十
二
巻
収
録
)
に

「
昨
夜
ノ
情

報
ヲ
山
根
将
軍

二
致
ス
」
と
あ
る
。

(年
月
不
詳
)

(9
)

同
氏
著

『翻
訳
語
成
立
事
情
』
(岩
波
新
書
)
二
十

一
ペ
ー
ジ
。

(10
)

前
出

『
二
葉
亭
全
集
十
二
巻
』
に
よ
る
と
、
同
文
中
の
当
例
は
以
下
の
通
り
。

北
満
州
敵
情

・
鴨
緑
江
に
右
岸
ノ
敵
情
、
敵
情

一
斑
、
満
州
内
地

ノ
敵
情
、
以
上

四
例
な
お
、
同
じ
全
集
収
録

の

「對
外
時
事
抜
萃
」
な
る
文

(明
治
三
十
七
年
)

に
、

「
敵
情
調
査
」

の
例

(11
)

「
言
語

の
い
と
な
み
の
中
」
で
、
「
伝
達

の
要
求
と
人
間
の
惰
性
、

こ
れ
ら
の
力

の
均
衡
の
上

に
成
り
立

つ
原
則
を
経
済
性
」

(『
ラ
ル
ー
ス
言
語
学
事
典
』
)
と
い
う
。

端
的

に
言
え
ば
、
言
語
伝
達

の
要
求
と
そ
の
正
し
さ
が
保
証
さ
れ
る
範
囲

で
の
、
言

語
音
形
成
の
簡
略
化
意
識
で
あ
る
。

(12
)

『
語
彙

の
形
成
』

(現
代
語
研
究

シ
リ
ー
ズ
ー
、
森
岡
健

二
、
明
治
書
院
)
一
三

二
ぺ
ー
ジ
参
照
。
同
文
解
説

に
よ
れ
ば
・
例
え
ば

「廨

(ふ
う
)
を
類
概
念
と
し
た

基
礎
語
彙
の
場
合
、
「
す
ず
風
」
、
「春
風
」
、
「
台
風
」
、
「
微
風
」
、
「熱
風
」
な
ど
、
上

に
そ
れ
ぞ
れ
種
概
念
を
冠
し
て
容
易

に
造
語
が
可
能
、
と

い
う
。

し
か
も
、
こ
の
型
の
名
詞
合
成
語
は
、
「
も

っ
と
も
生
産
性
が
た
か
い
」

(
野
村
雅
昭
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「
造
語
法
」
、
岩
波

『
日
本
語
』
9
巻
)

の
で
あ
る
。

(
13
)

同
氏
著

『幕
末

・明
治
初
期
語
彙

の
研
究
』

(桜
楓
社
)
三
五
六
、
三
五
七
ペ
ー

ジ
、
四

一
〇

ペ
ー
ジ
参
照
。
同
文
指
摘

に
よ
れ
ば
、
『秦
西
国
法
論
』

(西
周
)
に
は

ラ
ツ
ボ
ル
ト

政
府
の
報

告
な
る
記
事
が
あ
り
、
「報
告
」
は
ラ
ッ
ボ
ル
ト

の
訳
語
と
知
れ
る
と
。

(
14
)

『明
治
開
化
期
文
学
集
、
現
代
日
本
文
学
全
集

1
』

(改
造
社
)
四
四
三
ペ
ー

ジ
。

(
15
)

同
所
刊

『語
彙

の
研
究
と
教
育

ω
』

(日
本
語
教
育
指
導
参
考
書
12
)
一
一
三
ぺ

ー
ジ
に
次
の
調
査
指
摘
例
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「新
聞
用
語

の
語
種
と
拍
数

の
関
係
」

(異
な
り
語
)

の
表
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、

漢
語
の
場
合
、
四
拍
語
が
全
調
査
語
の
五
四

・
一
%
、
以
下
三
拍
三

一
・
七
%
、

二

拍
十

一
・
三
%
、
他
は

一
%
以
下
と
あ
る
。
四
拍
圧
倒
的
優
位
を
認
め
得
る
。
和
語

の
場
合
も
、
四
拍
は
三
三

・
○
%
で
、

二
位
の
三
拍
三

一
・
六
%
を
上
回
る
。

(
16
)

『作
戦
要
務
令
』

(軍
令
陸
第
十
九
号
昭
和
十
三
年
施
行
)
(昭
和
六
十

一
年
復

刊
版
)

第
七
十

一
に
、
「
情
報
収
集

ノ
主
要
ナ

ル
手
段

ハ
捜
索
及
諜
報
勤
務

ト
ス
」
と
記
さ

れ
、
情
報
収
集

の
手
段
と
し
て
諜
報

の
性
格
明
示
。
さ
ら
に
第
百
二
十

一
に
、
「諜
報

ハ
敵

モ
亦
絶

エ
ズ
之
ヲ
行
ウ
ベ
キ
ヲ
以

テ
各
級
指
揮
官
以
下
常

二
同
列

ナ
ル
注
意

ヲ

払
ヒ
防
諜
上
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
ス
ベ
シ
」

と
機
密
性
を
強
調
。

(17
)

語
彙
の
意
味
変
化

の
パ
タ
ー

ン
の
基
礎
の

一
つ
に
、

い
わ
ゆ
る
提
喩
と
称

す
る

も
の
が
あ
る

(ほ
か
に
換
喩
、
隠
喩
と
い
わ
れ
る
型
が
あ
る
)。
語
意
味

の
内
容

が
、

全
体
的
内
容

か
ら

一
部

へ
、
部
分
的
内
容
か
ら
全
体

へ
、
ま
た
、
類
概
念
内
容
か
ら

種
概
念

へ
と
移
る
変
化
を

い
う
。

池
上
嘉
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を

「意
味

の

一
般
化

・
特
殊
化
」
と
し
て
説

い
て
い

る
。

一
般
化
11
広
く
な
る
、
特
殊
化

11
狭
く
な
る
、
と
示
す
。
(
『意
味
の
世
界
』

N

H
K
ブ

ッ
ク
ス

一
五

一
ペ
ー
ジ
～

一
五
四

ペ
ー
ジ
参
照
。
)

18
)

『日
本
近
代
史
要
説
』

(東
京
大
学
出
版
会
)

二
百
三
十
五
ペ
ー
ジ
～

二
百
三
十

七
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

〈
付

記

〉

本

小

稿

作

成

に
当

た

り
、

新

聞

関

係

資

料

の

閲

覧

に

つ

い

て

は
、

文

教

大

学

図
書

館

(
越

谷

)、

文

教

大

学

湘

南

図
書

館

、

「
情

報

」

の
考

察

資

料

に

つ

い
て

は

川

上

行

蔵

先

生

の
御

高

配

に

預

か

っ
た

こ

と
を

記

し

、

こ

こ
に

深

く

謝

意

を

表

す

る

。
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